
文部科学省・厚生労働省連名通知（案）

「放課後子どもプラン」の推進に当たっての関係部局・学校の

連携等について

子どもを取り巻く環境の変化や、家庭や地域の子育て機能・教育力の低下が指摘される

中、放課後等の子どもたちの安全で健やかな活動場所の確保を図るため、文部科学省及び

厚生労働省においては、両省連携の下、平成１９年度から、総合的な放課後対策として実

施する「放課後子どもプラン」を創設することとし、その必要経費を平成１９年度予算案

に計上しているところです。

「放課後子どもプラン」は、各市町村（特別区を含む。以下同じ ）において、教育委。

員会が主導して、福祉部局と連携を図り、文部科学省が実施予定の「放課後子ども教室推

進事業 （すべての子どもを対象として、地域の方々の参画を得て、勉強やスポーツ・文」

化活動等を行う取組 以下 放課後子ども教室 という と 厚生労働省が実施する 放。 「 」 。） 、 「

課後児童健全育成事業 （保護者が労働等により昼間家庭にいないおおむね１０歳未満の」

児童に適切な遊び及び生活の場を提供する取組。以下「放課後児童クラブ」という ）を。

一体的あるいは連携して実施するものです。

また、先般とりまとめられた、教育再生会議第一次報告においても、教育再生実現のた

め「社会総がかり」での全国民的な参画が必要であるとの観点から 「放課後子どもプラ、

ン」の全国展開が提言されています。

貴職におかれましては、このような趣旨をご理解いただき、平成１９年度からの同プラ

ンの円滑な実施が図られるよう、下記の点についてご配慮いただくとともに、管内・域内

の市町村、市町村教育委員会及び公立小学校長に対してご周知いただきますようお願いい

たします。

記

１ 教育委員会と福祉部局の連携について

「放課後子どもプラン」の実施に当たっては 「 放課後子どもプラン」の推進につい、「

て （平成１９年※月※日文部科学省生涯学習政策局長・厚生労働省雇用均等・児童家」

庭局長連名通知）に基づき、教育委員会と福祉部局とが緊密に連携を図られたい。

また、子どもが参加しやすい多様な活動機会の提供、事業の指導者やボランティアの

確保及び養成、社会教育・子育て支援団体等関係団体との連携などについて両事業間で

十分な調整を図り、効果的・効率的な実施に努められたい。

２ 学校との連携・協力について

「放課後子どもプラン」の実施に当たっては、子どもの様子の変化や小学校の下校時

刻の変更などに対応できるよう、学校関係者と事業管理者等との間で迅速な情報交換・

情報共有を行うなど、事業が円滑に進むように十分な連携・協力を図られたい。



なお、学校諸施設を使用する際にも、両事業は学校教育の一環として位置付けられる

ものではないことから、事業の管理運営は、実施主体である市町村等が責任をもって行

うこととなるので留意されたい。

また、障害児や虐待、いじめを受けた子どもなど、特に配慮を必要とする子どもの利

用に当たっては、当該子どもの状況等を相互に把握し合い、関係機関とも連携するなど

適切に対応されたい。

３ 余裕教室をはじめとする学校諸施設の利用促進について

余裕教室をはじめとする学校諸施設の活用については、既に「 地域子ども教室推進「

事業」と「放課後児童健全育成事業」の連携及び両事業の推進に当たっての学校との連

携について （平成１８年２月１０日文部科学省生涯学習政策局長・厚生労働省雇用均」

等・児童家庭局長連名通知）によりお願いをしているが 「放課後子どもプラン」は、、

小学校内での実施を基本としていることから、余裕教室の利用や小学校敷地内での円滑

な事業の実施が図られるよう、以下についてより一層留意されたい。

（１）学校諸施設の弾力的な運用

「放課後子どもプラン」に参加する子どもに、怪我等が発生した場合の保健室や雨

天時の体育館等の使用をはじめとして 各種体験・学習・交流活動等に有効な施設 図、 （

書室、視聴覚室等）について、その弾力的な運用を図られたい。

また、長期休暇や土曜日等、学校の授業日以外の使用についても、子どものニーズ

を十分考慮し、柔軟に対応されたい。

さらに 「放課後子どもプラン」に参加する子どもがおおむね当該学校の子どもで、

あることを考慮し、余裕教室が生じている場合には、既存施設の有効活用の観点から

も、積極的に「放課後子どもプラン」の実施場所として活用されたい。

（ ）国庫補助を受けて整備された学校施設を転用する場合の財産処分手続について２

国庫補助を受けて整備された学校施設を転用する場合には 「補助金等に係る予算、

」（ ） 、の執行の適正化に関する法律 昭和３０年法律第１７９号 第２２条の規定により

所管大臣の承認を経る財産処分手続が必要であるが、公立学校施設の財産処分手続に

おいては、一定の要件を満たせば文部科学大臣への報告だけで手続が済むよう簡素な

取扱いとしているところであるので留意されたい。

なお 「放課後子どもプラン」実施に際して国庫補助を受けて整備された学校施設、

を使用する場合でも、放課後や学校の授業日以外の時間帯を利用する等により学校施

設の転用を伴わない場合は、財産処分手続は不要である。

※本通知案は、両省において省内調整中のものであり、今後文言等の変更があり得る。
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平成19年2月7日

文部科学省 都道府県・指定都市・中核市

２月上旬
・（１日）放課後子どもプラン連携推進
室の設置

・「放課後子どもプラン推進事業」交付要綱等
（案）の提示

・（７日）放課後子どもプラン全国地方
自治体担当者合同会議
・（９日）全国生涯学習・社会教育事
務担当者会議

２月中旬

・「放課後子どもプラン推進事業」交付要綱等
（案）に基づいた仮申請書の提出依頼

・概算払の個別協議（対財務省）

３月中旬

・仮申請書の提出

・年度途中での「追加申請」の有無及び規模
（箇所数・金額）の確認

３月下旬

・「放課後子どもプラン推進事業」交付要綱発出
（国会による予算成立日予定）

・仮申請書に基づいた内定及び交付申請書の
提出依頼

４月１日 事業開始日（平成１９年度）

　放課後子ども教室推進事業については、１９年度からの新規事業と言うこともあり、事前に内定行為を行わなければ、各自治体において４月当初
からの速やかな実施が行うことが困難と考える。
　そのため、１８年度中に仮申請書という形で各自治体より事業申請を受け付け、それに対して内定を行う。

「放課後子ども教室推進事業」関連スケジュール（案）

時　　期
放課後子ども教室推進事業等（補助金）関連事項

その他事項

依頼から提出までおよそ１ヶ月を想定

内定については、国会による予算成立日以降



（案）

別添１ 放課後子ども教室推進事業等実施要綱

Ⅰ 放課後子ども教室推進事業

１ 趣 旨

放課後子ども教室推進事業は、全国の小学校区において、放課後や週末等に小学校の

余裕教室等を活用して、地域の方々の参画を得て、子どもたちとともに勉強やスポーツ

・文化活動、地域住民との交流活動等の取組を実施することにより、子どもたちが地域

社会の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進するものである。

２ 実施主体

本事業の実施主体は市町村（特別区を含む。以下同じ ）等とし、事業の一部を適当。

と認められる民間教育団体等に委託して行うことができるものとする。

３ 対象とする子どもの範囲

、 、この事業における子どもの範囲は地域の子ども全般を想定しているものであり 幼児

児童・生徒等一部の学齢のみを対象とするものではないが、主な対象は小学生の児童で

ある。

４ 運 営

本事業の運営は、次により実施するものとする。

（１）放課後子ども教室の実施

① 本事業の実施に当たっては、子どもたちの安全管理面に配慮するため、安全管

理員を配置することとし、子どもたちの健全育成に情熱を持つ地域の信頼できる

者を選任することが望ましい。

② 本事業の実施に当たっては、学ぶ意欲がある子どもたちに対して、学習機会を

提供するため、学習アドバイザーを配置することとし、地域のニーズに配慮しつ

つ、学習の内容に応じて、子どもたちの健全育成に情熱を持つ地域の信頼できる

者を選任することが望ましい。

具体的には、教職を目指す大学生や退職教員、民間教育事業関係者等、地域で

活躍している様々な分野の方々が想定される。

③ 本事業は、基本的に、小学校施設（教室や余裕教室、校庭、体育館等）を活用

して実施するが、地域の実情に応じて、公民館等の社会教育施設、児童館など、

多様な体験活動や交流活動等が安全・安心して活動できる場所で実施することが

できるものとする。

④ 本事業は、概ね年間を通じて、放課後や週末等に継続的に実施することとする

が、地域の実情や活動内容及び地域子ども教室での実績等を踏まえ、実施主体が

判断するものとする。

⑤ 本事業は、地域の大人の参画（無償ボランティアを含む ）を得て、子どもた。

ちとともに勉強やスポーツ・文化活動、地域住民との交流活動等の取組を実施す

ることにより、地域ぐるみで子どもを育む環境づくりに努めるものとする。

、 、 、⑥ 本事業の実施に当たっては 地域の子どもを対象とし 参加人数等については

地域の実情や活動内容により実施主体が判断するものとする。

ただし、居住の別や国公私立の学校種別等の制限を設けることなく、地域の実



、 。情に応じて できる限り多くの子どもたちが参加できるよう配慮するものとする

⑦ 本事業の趣旨を勘案し、障害を有する子どもたちに対しても、放課後や週末等

における体験・交流活動等の場として活用されることが望ましいことから、障害

を有する子どもたちが本事業に参加する場合は、個々の状況に配慮した活動を行

うために、人的体制の確保等の適切な措置を必要に応じて講じること。

⑧ 本事業の円滑な実施を図る観点から、都道府県、指定都市及び中核市が実施す

る安全管理員、学習アドバイザー等を対象とした研修への積極的な参加に努める

こと。

（２）運営委員会の設置

① 市町村は、域内の放課後対策事業（放課後児童クラブを含む。以下同じ ）の。

運営方法等を検討する運営委員会を設置する。

② 具体的な検討内容は、事業計画の策定、安全管理方策、広報活動方策、ボラン

ティア等の地域の協力者の人材確保方策、活動プログラムの企画、事業実施後の

検証・評価等が考えられる。

③ 運営委員の選定にあたっては、行政関係者（教育委員会及び福祉部局 、学校）

関係者、放課後児童クラブ関係者、社会教育関係者、児童福祉関係者、ＰＴＡ関

係者及び域内の地域住民等の方々を、各地域の実情に応じて適宜選定する。

④ 委員会の開催については、年間をとおして時期の偏りがないよう定期的に開催

することに努める。

（３）コーディネーターの配置

① 市町村は、各小学校区毎に、放課後対策事業の総合的な調整役を担うコーディ

ネーターを配置することとし、各地域の中心的な役割を担い、学校関係者、放課

後子ども教室・放課後児童クラブ関係者、地域の団体、保護者などと良好な関係

を保ち、定期的に連絡調整を行うことが可能な、子どもたちの健全育成に情熱を

持つ地域の信頼できる者を選任することが望ましい。

具体的には、生涯学習インストラクターや民生委員・児童委員等地域に根ざし

た活動をされている方などが想定される。

② コーディネーターは、本事業と放課後児童クラブとの連携についての調整を図

ることのほか、保護者等に対する参加の呼びかけ、学校や関係機関・団体等との

連絡調整、ボランティア等地域の協力者の確保・登録・配置、活動プログラムの

企画等を行う。

（４）共通事項

① 市町村は、原則として教育委員会（学校教育や学校安全主管課を含む ）が中。

心となって、学校、ＰＴＡ、自治会など地域全体の協力を得て、本事業の実施に

当たるものとする。

② 市町村は、総合的な放課後対策を推進する観点から、厚生労働省の放課後児童

クラブと一体的あるいは連携して、域内の子どもたちの放課後子ども教室推進事

業への参加促進に努めるものとする。

５ 活動内容

本事業においては、次の活動を行うものとする。

（１）放課後や週末等における地域の子どもたちの安全・安心な活動拠点（居場所）の

確保

（２）地域の多様な大人の参画を得て、子どもたちに、様々な体験・交流・学習活動の

提供



（３）様々な体験・交流・学習活動を通して、子どもたちの社会性、自主性、創造性等

の豊かな人間性の涵養

（４）地域の子どもたちと大人の積極的な参画・交流による地域コミュニティーの充実

（５）その他子どもたちが地域の中で安心して健やかに育まれる環境づくりを推進する

ために必要な活動

６ 留意事項

本事業の実施主体は、政治的又は宗教上の組織に属さないものであること。

７ 費 用

（１）国は、上記２～６の要件を満たした次の事業に対して補助するものとする。

① 市町村が直接実施する事業又は民間教育団体に委託して実施する事業に対し

て、都道府県が補助する事業

② 都道府県、指定都市及び中核市が直接実施する事業又は民間教育団体に委託し

て実施する事業

（２）本事業の事業費を積算する際は、以下の基準に基づき事業費を計上すること。

① 放課後子ども教室運営費

・ 安全管理員、学習アドバイザーの配置人数については、国の予算積算人数を

参考に、各地域の放課後子ども教室の実情（開催日数や当該学校規模等）に応

じて、真に必要な人数を配置する。

・ 安全管理員、学習アドバイザーの謝金単価については、国の予算積算単価を

参考に、各自治体の会計基準に基づく単価を設定しても差し支えない。

ただし、それぞれの１人１時間あたりの謝金単価は、安全管理員７２０円、

学習アドバイザー１，０８０円までを上限として積算するものとする。

（なお、特別な催し物実施のための講師等の謝金単価設定については、経常的

に行われないものと解し、この金額によらなくても差し支えない ）。

・ 謝金以外の経費については、通信運搬費、印刷製本費、教材費、事業関係者

の保険料、消耗品費等が考えられるが、各地域の実情に応じた教室の運営に必

要な経費を適宜積算する （ただし、おやつ等の飲食物代や、子どもたちの実。

費相当の保険料・材料費代は除く ）。

・ ４（１）④に基づき、放課後子ども教室の開設日数について、最低実施日数

の考え方はとらないものとする。

② 運営委員会経費

、 、 、 、・ 運営委員会の経費については 委員等謝金・旅費 通信運搬費 印刷製本費

会議費、消耗品費等が考えられるが、各自治体の判断により、運営委員会の

開催に必要な経費を適宜積算する。

（ただし、飲食物費（当該自治体が認める会議費以外のもの）及び交際費に該

当する経費は除く ）。

③ コーディネーター経費

・ コーディネーターの配置人数については、国の予算積算人数を参考に、各自

治体（小学校区数の多寡等）の実情に応じて、真に必要な人数を配置する。

・ コーディネーターの謝金単価については、国の予算積算単価を参考に、各自

治体の会計基準に基づく単価を設定しても差し支えない。

ただし、１人１時間あたりの謝金単価は、１，４４０円までを上限として積

算するものとする。



Ⅱ 放課後子ども教室備品整備事業

１ 趣 旨

新たに放課後子ども教室を開設する場合において、余裕教室等の施設を放課後子ども

教室用のスペースにするため、開設年度に限り必要な備品等を設置し、放課後子ども教

室運営の円滑かつ速やかな実施が図られることを目的とする。

２ 実施主体

本事業の実施主体は、市町村（特別区を含む。以下同じ ）とする。。

３ 事業の対象

Ⅰに基づく放課後子ども教室推進事業を新たに実施するための施設に必要な、既存施

設の改修等、施設整備を伴わない備品等の整備（備品の購入等）のみを行う事業。

４ 対象事業の制限

（１）他の国庫補助を受ける場合は、本事業の対象とはならないこと。

（２）改修や修繕等の工事が伴う施設整備は、本事業の対象とはならないこと。

（３）本事業は、１放課後子ども教室につき１回限りとすること。

５ 費 用

（１）国は次の事業に対して、別に定めるところにより補助するものとする。

① 市町村が実施する事業に対して都道府県が補助する事業

② 都道府県、指定都市及び中核市が実施する事業

（２）本事業の事業費を積算する際は、以下に基づき事業費を計上すること。

① 具体的な開設のための備品費については、以下のようなものが想定されるが、

原則、各自治体の判断に委ねるものとする。

② １放課後子ども教室あたりの単価については、国の予算積算単価を参考に、各

地域の放課後子ども教室の実情（開催日数や当該学校規模等）に応じて、計上し

て差し支えない。

【開設備品の例】

カーペット、ロッカー、保管庫（事務資料用 、ノートパソコン、プリンター、）

テレビ、エアコン（取付費含む 、折りたたみ座卓、事務用机・椅子、冷蔵庫、）

スポーツ用具（ボールかご等） など



Ⅲ 放課後子ども教室指導者研修・推進委員会事業

１ 趣 旨

各都道府県・指定都市・中核市において、域内における放課後対策の総合的な在り方

の検討を行うための推進委員会の設置を行うとともに、域内各市町村が実施する放課後

対策事業に関わるコーディネーターや安全管理員等の事業関係者の資質向上や情報交換

等を図るための研修を行い、放課後子どもプランの推進を図ることを目的とする。

２ 実施主体

本事業の実施主体は、都道府県、指定都市及び中核市とする。

、 （ 、 、ただし 事業の一部について事業を実施するのに適した法人等 財団法人 社団法人

特定非営利活動法人等）に委託することができるものとする。

３ 運 営

本事業の運営は、次により実施するものとする。

（１）推進委員会の設置

① 都道府県、指定都市及び中核市は、域内の総合的な放課後対策の在り方を検討

する推進委員会を設置する。

② 具体的な検討内容は、放課後対策事業（放課後児童クラブを含む ）の実施方。

針、安全管理方策、広報活動方策、指導者研修の企画、事業実施後の検証・評価

等が考えられる。

③ 推進委員の選定にあたっては、行政関係者（教育委員会及び福祉部局 、学校）

関係者、社会教育関係者、福祉関係者、学識経験者等を、各地域の実情に応じて

適宜選定する。

④ 委員会の開催については、年間をとおして時期の偏りがないよう定期的に開催

することに努める。

（２）コーディネーター研修の実施

都道府県、指定都市及び中核市は、域内の市町村が各小学校区毎に配置するコー

ディネーターに対し、域内の放課後対策の現状や放課後子どもプラン関係施策の概

要、ボランティア等地域の人材の確保のための方策などの資質向上を図るための講

義等の開催や、他のコーディネーターをはじめとした放課後子どもプラン事業関係

者との情報交換・情報共有を図る研修を実施。

（３）安全管理員等研修の実施

都道府県、指定都市及び中核市は、域内の市町村が実施する放課後対策事業に関

わる安全管理員や学習アドバイザー等に対し、安全管理、子どもたちとの接し方、

活動プログラムの企画・実施方策などの資質向上を図るための講義等の開催や、他

の放課後子どもプラン事業関係者との情報交換・情報共有を図る研修を実施。

４ 留意事項

放課後児童健全育成事業の担当者に対する研修を併せて実施する場合には、放課後子

ども教室推進事業及び放課後児童クラブそれぞれの担当者又は指導員等が両研修を相互

、 。に受講できるよう連携を図るとともに 両研修内容の整合性や日程等にも配慮すること



５ 費 用

（１）都道府県、指定都市及び中核市が実施する事業に対して補助するものとする。

（２）本事業の事業費を積算する際は、以下の基準に基づき事業費を計上すること。

① 推進委員会経費

、 、 、 、・ 推進委員会の経費については 委員等謝金・旅費 通信運搬費 印刷製本費

会議費、消耗品費等が考えられるが、各自治体の判断により、推進委員会の

開催に必要な経費を適宜積算する。

（ただし、飲食物費（当該自治体が認める会議費以外のもの）及び交際費に該

当する経費は除く ）。

② コーディネーター研修経費・安全管理員等研修経費

・ コーディネーター研修経費・安全管理員等研修経費については、講義謝金・

旅費、印刷製本費、会場借料、消耗品費等が考えられるが、各自治体の判断に

より、研修の実施に必要な経費を適宜積算する。

（ただし、飲食物費（当該自治体が認める会議費以外のもの）及び交際費に該

当する経費は除く ）。



（案）

様式１

年 月 日

文部科学省生涯学習政策局長　殿

○○県（市）教育委員会教育長
○　　○　　○　　○ （印）

（単位：千円）

①

②

③

〒

平成

放課後子ども教室指導者研修・推進委員会事業

放課後子ども教室備品整備事業

放課後子ども教室推進事業

区　　分
要国庫補助額
（Ａ×1/3）

平成１９年度放課後子ども教室推進事業等に係る経費について（仮申請）

担当者氏名

住所

合　　計

補助対象経費総額
（Ａ）

電話

ＦＡＸ

e-mail

【記入担当者連絡先】

都道府県・指定都市・中核市の
教育委員会教育長



様式２

【都道府県のみ記入】
○市町村別内訳　

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

【指定都市・中核市のみ記入】
○箇所数内訳　

①

②

補助対象経費総額
(イ)

要国庫補助額
(イ×1/3)

箇所数
（ヶ所）

○○市

市町村名

合計

補助対象経費総額
(ア)

要国庫補助額
（ア×1/3)

①放課後子ども教室推進事業 ②放課後子ども教室備品整備事業

箇所数
（ヶ所）

（単位：千円）

放課後子ども教室推進事業

放課後子ども教室備品整備事業

箇所数

ヶ所

ヶ所

区　　分



様式３

【追加申請予定の有無】

→ ”有”を選択した場合、以下を記入

【共　通】

①

②

③

【都道府県のみ記入】
○市町村別追加分内訳　（都道府県のみ記入）

有 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

【指定都市・中核市のみ記入】
○追加箇所数内訳

① ヶ所

② ヶ所

（留意事項）

年度途中における追加申請（予定）について

2． 無

1． 有

・本様式に計上される数値等は、正式な追加申請時の内容を制限するものではない。

②放課後子ども教室備品整備事業

補助対象経費総額
(イ)

要国庫補助額
(イ×1/3)

箇所数
（ヶ所）

放課後子ども教室備品整備事業

・本様式には、補正予算等によって年度途中に申請を考えている場合、その追加予定金額・箇所数について記載すること。

○○市

市町村名

当
初
申
請
の
有
無

補助対象経費総額
（Ｂ）

①放課後子ども教室推進事業

放課後子ども教室備品整備事業

放課後子ども教室指導者研修・推進委員会事業

箇所数
（ヶ所）

補助対象経費総額
(ア)

要国庫補助額
（ア×1/3)

要国庫補助額
（Ｂ×1/3）

合計

（単位：千円）

（単位：千円）

放課後子ども教室推進事業

箇所数区　　分

区分

放課後子ども教室推進事業



（案）

経費費目（例） 対象経費（例）

諸 謝 金
安全管理員・学習アドバイザー・講師等への謝金、原稿執筆謝金など
個人に対して支払う謝金

旅 費
安全管理員・学習アドバイザー・講師等が事業開催場所までに要する
交通費（特別な催し物開催時等）など、実費に相当する額を原則とする

消 耗 品 費 文房具代、事務用品、用紙代、フィルム代、救急用品など

印 刷 製 本 費
広報資料（リーフレット等）、放課後子ども教室活動資料（募集チラシ、参
加カード等）、報告書等の印刷費、コピー代、写真現像代など

通 信 運 搬 費
広報資料・活動資料等の送料（切手等郵送料・宅配料）、活動に必要な
用具・物品・機材等の運送料

借料及び損料
活動に係る会場や、物品（用具、機材、楽器、パソコン、衣装等）の借り
上げ料、衣装等のクリーニング代など

教 材 費
活動に必要な参考図書、テキスト代、ビデオ・CD代、スポーツ用具（サッ
カーボール・なわとび等）、学習参考書、その他（百人一首、将棋、オセ
ロ、トランプ等）

会 議 費 会議等における茶菓子代、弁当代など

賃 金 短期アルバイト賃金（資料整理、会計補助業務など）

保 険 料
安全管理員等の保険（スポーツ安全保険など）
※参加者に対する保険料は対象外

雑 役 務 費 送金手数料など

放課後子ども教室実施における対象経費について

○本表は、平成１９年度新規事業である放課後子ども教室推進事業の”教室運営費”の対象経費
   を示したものである（コーディネーターや運営委員会を含まない）。ただし、以下はあくまでも例示
   であり、それ以外の経費についても自治体の会計基準等と照らし合わせて、適切なものと判断さ
   れれば補助対象となる。

○以下の対象経費については、”便宜的”に地域子ども教室教室推進事業（委託事業）の費目を
　　ベースに示している。



 

学習活動（学びの場）について（案） 
－ 放課後子ども教室推進事業－ 

 

【１．学習活動（学びの場）の位置づけ】 

 

放課後や週末等における地域の子どもたちの安全・安心な 

活動拠点（居場所）の確保 

↓ 

地域の多様な大人の参画を得て実施する様々な体験・交流活動等に加えて、 

家庭の経済力等に関わらず、学ぶ意欲がある子どもたちに学習機会を 

提供する取組の充実を図る 

↓ 

子どもたちの社会性、自主性、創造性等の豊かな人間性の涵養や 

地域コミュニティの充実 

 

 

【２．想定される活動内容】 

 

◆ 学校の宿題、予習や復習、補習   

→ 「学習指導要領」上の各教科に関連する活動は可能 

 

 

◆ その他（社会教育の観点からも） 

→ 地域の郷土史、読書、英会話、科学実験、ＩＴ関係 等 

 

 

【３．学習アドバイザーについて】  

 

  ◆ 想定される人材  

  ・地域の退職教員や教員を目指している大学生 

・その他、地域で活躍している様々な分野の人材（※） 

 

※ 生涯学習インストラクター、地元企業や民間教育事業者の関係者なども該当。

また、年数回程度であれば、特別な催し物実施のために講師を招聘することも

可能である。 

 

 

【４．放課後児童クラブとの連携】  

 

学習活動（学びの場）においても、放課後児童クラブとの連携促進を図り、 

できるだけ多くの域内の子どもたちが参加できるよう、配慮していただきたい。

 

 



《参考》

公立学校施設の財産処分手続について

財産処分手続とは
。国庫補助により整備された校舎等を転用する際に文部科学大臣の承認を経る手続

地方公共団体は、国庫補助金に相当する額を納付することが原則。

（根拠： 補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律」第２２条）「

財産処分手続の簡素化・弾力化

◆以下の要件を満たす転用であれば、補助金相当額の納付は不要

①公共用・公用施設に転用

（※）②補助事業完了後１０年経過

③無償による転用

※地域再生法に基づく地域再生の取組においては、経過年数を問わず納付金免除可能

◆さらに次の施設へ転用する場合は 「報告」のみで手続が可能、

放課後児童クラブ、児童館、社会教育施設、社会体育施設、文化施設、

設保育所、老人デイサービスセンター等の公共用施設及び公用施

次の場合は、財産処分手続は不要です

①学校施設としての用途を変更しない範囲での一時的な使用

【具体例】

・放課後や休日に「放課後子ども教室」の実施場所として教室を使用する場合

・学校開放の一環で地域のスポーツ団体に体育館を使用させる場合 等々

②国庫補助を受けずに整備した施設の転用

③建物の処分制限期間 を経過した施設の転用（例：鉄筋 年、木造 年）コンクリート造 60 24

【連絡先】

文部科学省文教施設企画部施設助成課振興地域係

℡０３－６７３４－２４６４（直）

０３－５２５３－４１１１（内線２００１）



 

 

 

 

 

 

 

 
 

～地方自治体における取組例～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 

◆ 島根県松江市の例 

 地域子ども教室 放課後児童クラブ 

教室・クラブ名 古志原子ども広場 古志原地区児童クラブ 

実 施 場 所  古志原公民館 古志原小学校内専用施設 

○地域子ども教室は週２回開設され、地域子ども教室の活動に児童クラブの児

童が自由に遊びに来て、一緒に活動する。 

○地域子ども教室が開設される古志原公民館と児童クラブは、徒歩１分もかか

らない距離にある。 

○児童クラブからの参加が多くなる場合は、クラブの指導員も一緒に参加。 

連 携 内 容 

○年に数回、地域子ども教室か児童クラブのいずれかが主管となり、両方の子

どもが参加する行事を行っている。 

○多様な経験を、たくさんの子どもたちで共有できる。 

○小学校１年生など、入学後仲良しになったばかりの子ども同士（児童クラブ

に登録している児童とそうでない児童）が放課後も一緒に遊べる場を提供で

きている。 
連携の成果  

○夏休みなど一日中児童クラブにいる子どもたちの遊びの選択の幅が拡がっ

ている。 

連携の課題等 
○児童クラブの児童が施設を行き来した際の、児童の所在の把握等に配慮や連

携の工夫が必要。 

 

◆ 高知県土佐清水市の例 

 地域子ども教室 放課後児童クラブ 

教室・クラブ名 わくわく文化教室 にこにこクラブ 

実 施 場 所  土佐清水市立市民図書館 清水小学校（余裕教室） 

○地域子ども教室（週３回開設）において、月一回、人形劇発表会や絵本の読

み聞かせなどの催し物が行われる際、児童クラブの子どもたちも参加。（ク

ラブ指導員引率） 

○地域子ども教室が開設される土佐清水市立図書館と児童クラブは、徒歩３分

の距離である。 

○合同活動の際は、両事業の指導員が協力して両方の子どもを見守るようにし

ている。 

連 携 内 容  

○催し物が開催される際は、教室関係者等がクラブ指導員と直接連絡を取り合

って、参加の呼びかけや調整を行うようにしている。 

連携の成果  
○たくさんの子どもたちが集まることで、活気が生まれ、また異学年同士の子

どもの交流が可能になった。 

連携の課題等 ○現在のところ、特になし。 

 

 

パターン①：別々の場所（建物）で連携して実施 



パターン②：同じ建物内で、部屋を分けて連携して実施 

 

 

 

 

 

◆ 岩手県葛巻
くずまき

町の例 

 地域子ども教室 放課後児童クラブ 

教室・クラブ名 わいわい遊びのがっこう 葛巻学童クラブ 

実 施 場 所  
○葛巻小学校 

（地域子ども教室）視聴覚室、体育館 （放課後児童クラブ）余裕教室 

○地域子ども教室は週３回開設され、参加を希望する児童クラブの子どもたち

も一緒に活動する。 

○地域子ども教室に参加した児童クラブの子どもたちは、地域子ども教室が終

了する午後５時（冬期間は午後４時）には通常の専用スペースに戻り、おや

つを食べたり保護者の迎えを待ったりする。 

連 携 内 容  
○地域子ども教室は、週１回、体育館で活動することになっており、その際に

は、児童クラブの指導員も１人配置し、両事業の指導員で子どもたちの活動

をサポート（地域子ども教室の指導員は２名）。 

 

＜参考：地域子ども教室の活動内容＞ 

活動の基本スタイルは自分の好きなことをやる。 
   （トランプ・オセロなどのゲーム遊び、工作、折り紙、お絵かき、映画会、 

読書、宿題、じゅうたんの上でごろごろ など） 

○児童クラブの子どもたちからは、「地域子ども教室にはたくさんの子どもが

集まるので、大勢で遊ぶことができる。楽しくて、あっという間に時間が過

ぎるので、地域子ども教室ももっと時間を長くしてほしい」という声が聞か

れている。 

連携の成果  
○もともと児童クラブでは宿題をする時間が設定されており、連携当初は地域

子ども教室に参加することで、そのリズムが崩れるといった指摘もあった。

しかし、地域子ども教室に宿題をするためのスペースを設けたところ、そこ

で、宿題を済ませてから遊ぶようになる等の変化が見られた。開設から約２

年が経過して、子どもたちそれぞれの放課後の過ごし方が、それぞれの生活

のリズムとして定着してきている。 

○将来的には一体的という形を目指すものの、当面は双方の機能を生かして連

携を図っていく。 

連携の課題等 

○葛巻町には、葛巻小学校以外に、保育園に設置している児童クラブが３箇所

ある。保育士が指導員となっているが、将来的に両事業を小学校で一体的に

運用するとなると、保育士が対応できなくなり、有資格の指導員の確保が課

題となる。現在、地域子ども教室で活躍しているボランティアは主婦が多い

が、「午後５時以降の活動は難しい」という声も聞かれている。 

 

 

 

 



 

 

◆ 福島県南会津町の例 

 地域子ども教室 放課後児童クラブ 

教室・クラブ名 荒海子ども教室 荒海放課後児童クラブ 

実 施 場 所 
○荒海小学校 

（地域子ども教室）家庭科室 （放課後児童クラブ）余裕教室 （鍵付） 

○児童クラブの指導員が地域子ども教室への送り迎えをする。 

○地域子ども教室は週３回開設され、児童クラブの参加児童は、地域子ども教

室の活動に参加した後に児童クラブへ移動する。 

○児童クラブの指導者は、地域子ども教室で活動する児童クラブの子どもたち

を見守る。 

連 携 内 容 

○スクールバスの送り迎えの時間の差で地域子ども教室と児童クラブの子ど

もたちのすみ分けがしっかりしている。 

○児童クラブの子どもたちも、地域子ども教室を毎回楽しみにしている。 

連携の成果 ○児童クラブの子どもたちにとっても地域の大人と触れ合うことで、挨拶もし

っかりとできるようになってきた。 

○地域子ども教室は家庭科室を利用しているので、専用の活動場所が欲しい。
連携の課題等 

○地域子ども教室と児童クラブの開催場所が１階と３階で離れていること。 

 

◆ 兵庫県川西市の例 

 地域子ども教室 放課後児童クラブ 

教室・クラブ名 くしろレインボークラブ オレンジクラブ 

実 施 場 所 
○久代小学校 

（地域子ども教室）学校施設等    （放課後児童クラブ）余裕教室  

連 携 内 容 

○地域子ども教室が開設している７つの「クラブ」（園芸、書道、理科実験、

自然観察等、年間 150 日（週３回程度）実施）に、児童クラブの希望者が自

由に参加している。 

連携の成果 
○児童クラブにとって、今までよりも異年齢交流や地域の大人とのふれあいの

場を持つことができ、活動内容の充実を図ることができた。 

○河川敷での自然観察など、学校から離れた場所で地域子ども教室を実施する

場合、指導員による児童クラブの子どもの行動確認や確実なクラブへの帰着

など、安全管理の方法に研究の余地がある。 
連携の課題等 

○児童クラブとの連携を重視すると、活動内容が低学年児童を対象とするもの

に限定されるため、高学年児童も視野に入れた活動内容の工夫が必要であ 

る。 

 



 
 
 
 
 

 

民間教育団体による 

地方公共団体への 

広報資料について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

放課後子ども教室推進事業 

ご担当者 

参 考 



はじめに 
  
 

平成１９年度より新たに実施する「放課後子ども教室推進事業」は、これま

での「民間団体向け委託費」から「地方公共団体向け補助金」へ切り替わり、

従来のように、文部科学省から直接、民間教育団体への事業委託が基本的にで

きなくなります。 

ただし、これまでの「地域子ども教室推進事業」（H16 ～H18）において、民

間教育団体にも積極的に取り組んでいただき、全国各地でご活躍いただいてお

ります。そのため、平成１９年度以降、実施主体である市町村から民間教育団

体に事業委託をすることで、民間教育団体のノウハウやアイディアをできるだ

け活用して、「放課後子ども教室推進事業」の活動の充実を図っていただけるよ

う、各種会議等を通じて周知を行っているところです。 

今回、その周知の一環としまして、これまで実績のある民間教育団体の取組

状況等を広報させていただきます。 

ご担当者の皆様方におかれましては、今後、事業計画を立てていく際のご参

考にしていただければと幸いです。 
 
 
            

文部科学省 
 生涯学習政策局 
 子どもの居場所づくり推進室 



 
＜民間教育団体による地方公共団体への     

広報資料について＞ 

 
目次 

  
 
１． 全国子ども会連合会「子どもが主人公の居場所づくり」運営協議会・・・P３ 

 

２． ボーイスカウト日本連盟子どもの居場所づくり運営協議会・・・P４ 

 

３． ガールスカウト子どもの居場所協議会・・・P６ 

 

４． CONE 地域子ども教室推進事業運営協議会・・・P１１ 

 

５． やがい財団 地域子ども教室推進事業運営委員会・・・P１５ 

 

６． 財団法人 日本レクリエーション協会・・・P１６ 

 

７． 財団法人 日本体育協会・・・P２３ 

 

８． 全国博物館における地域子ども教室推進事業運営協議会・・・P２４ 

 

９． 全国科学系博物館等における地域子ども教室推進事業運営協議会・・・P３５ 

 

10. 子どもメディアフォーラム運営協議会・・・P３６ 

 

11. 地域子ども教室全国民間団体運営連絡協議会・・・P３９ 

 

12. 地域子ども教室融合研運営協議会・・・P４４ 

 

13. 財団法人 五井平和財団・・・P６０ 

 

14. おんがくっ子塾運営協議会・・・P６４ 

 

15. 財団法人 ゲートボール連合ふれあい教室運営協議会・・・P６８ 



 
関係団体連絡先等登録票 

  

 運営協議会名      全国子ども会連合会       
「子どもが主人公の居場所づくり」運営協議会

 問い合わせ先  

 （団 体 名） 社団法人 全国子ども会連合会 

 （担 当 者） 内山 則子 

 （連 絡 先） 
 ＴＥＬ 
 ＦＡＸ 
 E-mail 

TEL：０３－５３１９－１７４１ 

FAX：０３－５３１９－１７４４ 

E-MAIL：uchiyama@kodomo-kai.or.jp 

 

 （ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ） http://kodomo-kai.or.jp 

  

 広報のポイント 「子どもの居場所づくり活動」が学習･発達に及ぼす影響 

発達心理学的評価研究（Ａ４版 12ページ） 

 
 



関係団体連絡先等登録票

ボーイスカウト日本連盟運営協議会名

子どもの居場所づくり運営協議会

問い合わせ先

ボーイスカウト日本連盟（団 体 名） 財団法人

事務局次長 小林 孝之助（担 当 者）

（連 絡 先）

０４２２－３１－５１６８ＴＥＬ
０４２２－３１－５１６２ＦＡＸ
ibasho@scout.or.jpE-mail

http://www.scout.or.jp（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

全国に組織され長年培ってきたボーイスカウト活動の経広報のポイント

験を活かし、一般の方々を対象に安全で魅力ある野外活
動を展開しています。
地域に根ざした活動をさらに充実させる為、地元の老人
会や学校ＰＴＡの協力、諸団体の指導者を巻きこんだ事
業内容となるべく取り組んでいます。





 
関係団体連絡先等登録票 

  

 運営協議会名 ガールスカウト子どもの居場所協議会 

 問い合わせ先  

 （団 体 名） (社)ガールスカウト日本連盟 

 （担 当 者） 教育部 片岡（教育部部長）、 島田・原口（事務担当） 

 （連 絡 先） 
 ＴＥＬ 
 ＦＡＸ 
 E-mail 

TEL 03-3460-0701 

FAX 03-3460-8383 

otenbaclub@girlscout.or.jp ／ kouhou027037@girlscout.or.jp 

 

 （ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ） http://www.otenbaclub.com/ ／ http://www.girlscout.or.jp/ 

  

 広報のポイント 
  

 ガールスカウト子どもの居場所推進事業は、ガールスカウトが日頃行って

いる活動プログラムの一部を一般へ「開放する」「枠を広ける」という観点で

実施しています。 そこでは、ガールスカウトの指導者が責任を持って子ど

もたちの安全面や活動プログラムを実施しています。活動内容は、地域の

特性を生かし、野外活動やスポーツ、文化活動、国際的な活動など、様々

な体験活動を地域と密接な関わりを大切にしながら実施しています。一部

地域を除きますが、全国各地で取り組んでいます。 

 



（社）ガールスカウト日本連盟　支部事務局　お問合せ先
№ 支　部 電話番号 事務取扱時間 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ

1 北海道 011-221-4811 月～金 10：00～17：00

2 青森県 017-729-1965 月・木 13：00～16：00

3 岩手県 019-641-1153 月･木 10：00～16：00

4 宮城県 022-219-1441 月・水･金 10：00～15：00

5 秋田県 018-880-2304 金 11：00～14：00

6 山形県 023-625-7988 火・金 10：00～12：00

7 福島県 024-544-6637 月・火・水・金 10：00～16：00

8 茨城県 029-226-5438 月～金 10：00～17：00 http://homepage3.nifty.com/ibaraki-girlscout/

9 栃木県 028-624-2755 月･水･金 9:00～16：00 http://www15.ocn.ne.jp/~tochi-gs/

10 群馬県 027-234-7230 月～金 9:00～17：00 http://www.girlscout-gunma.org/

11 埼玉県 048-824-6879
第1・3月～金
第2・4火～金 10：00～16：00 http://www.k4.dion.ne.jp/~sgs

12 千葉県 043-284-0707 火～金 10：00～16：00

13 東京都 03-3354-9410 月～金 9：00～17：00 http://www2u.biglobe.ne.jp/~gs-tokyo

14 神奈川県 045-365-3423
火～金
9：30～16：30 土9：30～14：30 http://www2.ocn.ne.jp/~gs‐kana

15 新潟県 025-229-0548 月～金 10：00～16：00

16 富山県 076-444-3707 月～金 9：00～17：30 http://www.hokuriku.ne.jp/gstoyama/

17 石川県 076-223-6567 火・金 10：00～12：00

18 福井県 0776-41-4266 月～金 12：00～16：00 http://www.h7.dion.ne.jp/~gs-fukui

19 山梨県 055-228-6637 火･金 13：30～16：30 http://www.eps1.comlink.ne.jp/~gs-ymnsi/

20 長野県 0263-27-5675 月～金 9：30～16：30 http://www.mcci.or.jp/www/gs-na37/

21 岐阜県 058-264-1111･内線887 月～金 10：00～14：30

22 静岡県 054-252-4840 月～金 9：15～17：00 http://www.fuji.ne.jp/~gsshizu

23 愛知県 052-201-5770 月～金 10：00～17：00 http://www2.ocn.ne.jp/~gs-aichi/

24 三重県 059-223-0236 火・金 10：00～13：00

25 滋賀県
077-523-1950
077-522-3681 月・水・金 9:30～16:30

26 京都府
075-692-3460
075-662-1106

月・火・木・金
10：00～17：00 土･13：00～17：00 http://www7.ocn.ne.jp/~gs-kyoto/

27 大阪府 06-6941-4993 月～金 ･9：30～17：30 http://popandpop.gr.jp/gs-osaka/

28 兵庫県 078-360-8575 月～金 9：30～17：00

29 奈良県 0742-26-4630 月・水・金 10：00～16：30 http://www.h3.dion.ne.jp/~gs-nara/

30 和歌山県 073-431-6511 月～金 10:00～13:00

31 鳥取県 0857-21-6090 月･水･木 12：00～17：00

32 島根県 0853-53-3100 月～金 9：00～16：00

33 岡山県 086-234-2771 火10：00～13：00 金12：00～１5：00

34 広島県 082-263-8776 火・金 10：00～15：00

35 山口県 0834-31-7368

36 徳島県 088-663-1327

37 香川県 087-886-5019 月～金 15：00～18：00

38 愛媛県 089-921-5778 木 11：00～15：00

39 高知県 0887-53-2510 月 13：00～17：00

40 福岡県 092-473-6256 月・水・木・金 10：00～17：00

41 佐賀県 0942-82-5816

42 長崎県 095-827-1309
火・水
10：00～13：00 金13:00～16:00

43 熊本県 096-272-2831 月・火・水・木 7：０0～17：00

44 大分県 097-556-6808 火～土 10：00～16：00

45 宮崎県 0985-23-5399 月・水・金 10：00～16：00 http://sun.pref.miyazaki.jp/girlscout/

46 鹿児島県 099-257-3567 火・木 10：00～15：00

47 沖縄県 098-832-8780 火～土 10：00～17：00



就学前 1年 

小学１～３年

小学４～６年

中学１～３年

高校生相当年齢 

SCAPP、リーダー
運営委員 

ガガーールルススカカウウトト子子どどもものの居居場場所所協協議議会会  

  

  

  

  

  

  

（社）ガールスカウト日本連盟  
  

ガールスカウトは、少女と若い女性のための世界最大の社会教育運動です。現在、全世界

144 の国と地域で、約１０００万人以上の少女たちの会員が活動しています。 

少女たち、一人ひとりが、のびのびとした環境の中で、自分を見出し、地域社会で責任を持

ち活動をしていきます。この活動体験の積み重ねから、自分に自身を持ち、自身の可能性

を広げて成長していきます。 

 

ガールスカウトの構成 

 

 

 

 

活動の 3 つのポイント 

活動の3つのポイントにふれながら、自分に合った活動を進めていく中で、自然に資質、能力を高めてい
きます。 

  

  

 

 

 

テンダーフット ｢豊かな感性を持つ｣を育成目標に、自然とのふれあいの中

で、五感、そして感性をはぐくみます。 

ブラウニー 「自分を表現する」を育成目標に、新しいことへのチャレンジ

を楽しみ、自分のできることを広げていきます。 

ジ ュ ニ ア ｢仲間と協力する｣を育成目標に、仲間と協力する大切さ、分

かち合う喜び、そしてその大切さを学び、思いやりのある心

を育てます。 

シ ニ ア ｢体験を通して自分を見いだす｣を育成目標に、自分で目標を

立てて、それに向かって努力することで、その過程の大切さ

を学びます。 

レンジャー ｢責任ある立場で自分を生かす｣を育成目標に、自分の将来を

見つめ仲間と共に企画･運営、評価を行います。 

成人会員 18 歳以上の方は、成人会員として活動できます。少女たちとと

もに活動し、またその活動を支えていきます。 

自己開発   自分の可能性を発見し、主体的に生きることを身につける。 

人との交わり   さまざまな人と行動を共にし互いを尊重する心を育てる。 

自然とともに   自然との調和を学び豊かな情操を養う。 

会員 

団 

都道府県 
支部 

日本連盟 

世界連盟 



 

 

 

 

 

ガールスカウト子どもの居場所 
  
 

ガールスカウト子どもの居場所「おてんばくらぶ」は、子どもたちと地域の人が楽しみながら

体験活動を行い、成長する場です。そこでは、ガールスカウトのリーダーの資格を持った指

導者が子どもたちの安全面を責任持ってプログラムを実施しています。学校以外の友達や

外国の人と交流をしたりすることで、無理なく個々の力をはぐくむとともに、社会性を身につ

けていきます。保護者の方も子どもたちの活動にふれることで、交流の輪が広がります。年

間を通じて、野外活動や文化活動、スポーツなど多彩な体験の機会を作りだしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ガールスカウト子どもの居場所事業（平成１８年度実施 一部紹介します） 

名 称 実施場所 内 容 

七北田子ども教室 宮城県仙台市内 行政と連携をし、花壇づくり。花な水中生物

の観察、草木染めなど 

北大阪子ども教室 大阪府箕面市、豊中市他 ゲーム、里山めぐり、野外料理など 

上戸祭りひろば子ど

も教室 

栃木県宇都宮市内 ロープ遊び、工作、クラフト作り、昔の遊び、

野外活動など 

くらしき子ども教室 岡山県倉敷市内 公園でのコーナーめぐり 

ガールスカウトエコ

体験教室 

長崎県佐世保市内 お茶会、エコラッピング、火おこし体験、 

平和のキャンドル作りなど 

スイトピー 石川県金沢市内 クラフトやゲームなど仲間とともに取り組む

活動 

 

※各都道府県の実施のお問合せは支部事務局までご連絡ください。 

◆平成 18 年度   42 実行委員会  子ども教室数 251 ヶ所 

◆平成 17 年度   44 実行委員会  子ども教室数 272 ヶ所 

◆平成 16 年度   38 実行委員会  子ども教室数 298 ヶ所 



ガールスカウト子どもの居場所  

        子ども教室活動事例 

 

出典：成人のためのガールスカウトマガジン「OLAVE」No.7 発行（社）ガールスカウト日本連盟  



関係団体連絡先等登録票 

 
運営協議会名 

CONE 地域子ども教室推進事業運営協議会 

問い合わせ先  
 （団体名） 特定非営利活動法人 自然体験活動推進協議会（通称CONE

コ ー ン

） 
 （担当者名） 内村美紀 
 （連絡先） 

TEL 
FAX 
E-mail 

 
03-5363-2501 
03-5363-2502 
uchimura@www.cone.ne.jp 

（ホームページ） http://www.cone.ne.jp 
広報のポイント １．自然体験活動推進協議会の特色 

CONEは、自然体験活動の推進を図ることを目的に 1999年に設立されまし
た。全国約 270団体の会員および自然体験活動指導者約 32,000人で組織す
る団体です。自然とふれあい、自然に学び、また人と交流することで、持続

可能な社会づくりにつながる良質な自然体験活動を推進する活動をしてい

ます。 
２．CONE地域子ども教室の展開と特色 

地域こども教室は、CONEの会員が地域と連携しながら実施しています。子
ども達が身近な自然で、同世代だけでなく地域の大人達と交流しながら、体

験的な活動を行っています。安全で楽しい活動を行うために、指導は技能と

知識を持った自然体験活動指導者が担当しています。 
３．自然体験活動推進協議会の活動内容 

自然体験活動の推進のために主に 3つの活動を主にしています。 
（１）自然体験活動の指導者を養成する指導者の養成 
（２）自然体験活動指導者の登録 
（３）自然体験活動に関わる調査研究 

４．会員の活動内容 
安全で楽しい様々な自然体験活動を全国で展開しています。 
（地域子ども教室における活動事例） 
海遊び、漁業体験、スノーケリング、カヌー、川遊び、野外料理、野鳥観察、

自然観察、間伐、炭焼き、山登り、ハイキング、農作業、米づくり、昔遊び、

ネイチャーゲーム、ツリークライミング、木工、工作、伝統工芸体験、など 
５．会員の活動エリア 

海、川、河、山、森林、里山、畑、公民館、公園、空き地など 
 









関係団体連絡先等登録票

やがい財団・地域子ども教室推進事業運営委員会運営協議会名

問い合わせ先

（団 体 名）

財団法人青少年野外教育財団

（担 当 者）

専務理事 小野寺 蔵、事務局長 石井 紀夫

（連 絡 先）

ＴＥＬ ０１１－６１８－７７７２

ＦＡＸ ０１１－９１８－７７７３

E-mail onodera@yagai.or.jp

（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ） http://www.yagai.or.jp

広報のポイント 本財団は、本部事務局を札幌に置き、地方事務所として福岡県、

連絡事務所として東京、大阪、沖縄に置いております。

各地域で、自然体験活動を行っている民間教育団体がベースとな

って、全国で「あそびの達人教室」と題して、地域子ども教室を

行っています。

コーディネーターは、各地域の自然体験活動における中心的な役

割を担っているものばかりです。



 

関係団体連絡先等登録票 

 

 

運営協議会名 

 

 

財団法人 日本レクリエーション協会 

あそびの城づくり運営協議会 
 

問い合わせ先  

 

（団 体 名） 

 

 

財団法人 日本レクリエーション協会 

 

 

（担 当 者） 

 

事務局長 浅野祥三 

組織部 担当  後藤剛彦／佐藤健／酒井敦子 

 

（連 絡 先） 

ＴＥＬ 

ＦＡＸ 

E-mail 

 

０３－３２６５－１２４４ 

０３－３２６５－１２５３ 

shiro@recreation.jp     または  soshiki@recreation.or.jp 

 

（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ） 

 

http://www.recreation.jp/asobi/castles/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

広報のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

日本レクリエーション協会は、「子どもの居場所づくり」を「あそ

びの城」と称し、全国１６７の地域で展開しております。 

「あそびの城」は、子どもの安全、安心な居場所づくりに寄与する

ことはもちろん、コミュニケーションをとる力や主体性、協調性、あ

るいは体力向上など、単なる「あそび」ではなく、成長につながる時

間を大切にした「あそび」として展開しております。 

活動内容は、運動が苦手な子でも楽しめるニュースポーツ等のスポ

ーツ活動から、昔遊び、読書、読み聞かせ、集団ゲームなど多岐に渡

ります。異学年交流、ボランティア等との世代間交流も、こうした活

動だからこそ、自然と図られています。 

また、多くの地域の人材が集まるからこそ、豊富なメニューを提供

することができます。「あそびの城」では、子どもたちに何かしてあ

げたいという思いを持った人が、自信を持って得意とするものを提供

できるノウハウを研修会で提供しています。「あそびの城」は、「子

どもの居場所」であり、地域の「大人の居場所」でもあるわけです。

放課後子どもプランの実施にあたっては、「あそびの城」が大きな

力を発揮いたしますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 



でできる！ http://www.recreation.jp/asobi/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   Ａ．安全の知識、安心の技術を持ち合わせた指導者の存在 

   Ｂ．地域住民の関わりから日常生活にも目が届く安心感 

   Ｃ．第二の人生、様々なバックグランドの方が集える仕組み 

 

   Ｄ．スポーツから芸術文化活動まで幅広い活動メニュー 

Ｅ．「楽しい」を通じて子どもたちの成長につながる機会  

Ｆ．地域イベント、地域行事とも連携した取り組み 

 

   Ｇ．住民一人一人の得意を活かせる展開ノウハウを構築 

   Ｈ．将来を担う若者、学生が地域に関われる仕組み 

Ｉ．親子参加から、気がつけば親がのめり込む雰囲気 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｊ．コミュニティ振興 

Ｋ．地域活用 

Ｌ．世代間交流  

 

Ｍ．児童福祉 

Ｎ．高齢者福祉  

Ｏ．子育て支援 

 

Ｐ．生涯スポーツ  

Ｑ．環境教育   

Ｒ．ボランティア体験  

 

 

（財）日本レクリエーション協会 あそびの城づくり 運営協議会 

レクリエーション協会が取り組む 
子どもの居場所づくり、「あそびの城」

安全で、安心して過ごせる居場所 

レクリエーションの良さを活かした多様な活動 

大人にとっても居場所となる 

地域・コミュニティ 

福     祉 

生 涯 学 習 

Ａ 

B 

C 

D 

E 

F 

G 

H 

I 

J 

K 

L 

M 

N 

O 

P 

Q 

R 

あそび．ネット 

※日本レクリエーション協会では「子どもの居場所づくり」を「あそびの城」と呼び活動を展開しています。 
※「地域課題」からの逆引きあみだ

、 、 、

もお試し下さい。レクリエーションを活用して様々なアプローチができます（一例としてご覧ください）。 



 

 

Ａ．「安全の知識」と「安心の技術」を持ちあわせた指導者の存在 

 

指導者（レクリエーション・リーダー）の存在により、子どもたちばかりか、

大人までもがそのとりこに･･･!! その内容は、下記掲載誌でも取り上げられるほ

ど。レクリエーション・インストラクターが「あそびの城」のスタッフとして運

営に携わることで、自然と子ども同士がすぐに仲良くなる雰囲気ができあがる！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（撥水）・・・『ゲームやスポーツを通じて、こどものコミュニケーション能力や 

主体性を引き出すのがねらい』 

 

Ｂ．地域住民の関わりから、日常生活にも目が届く安心感 

 

 「あそびの城」には、レク指導者以外にも地域の方々に多く関わっていただい

ている。子育てを終えた主婦や、時間があるから何かやってみたいという方、こ

んな得意を持っているから何か関わらせてくれと言う方までも。 地域に関わり

を持ってもらうことで、普段町であったときも「あそびの城のおじちゃんだ！」

とか、「○○さ～ん!!」と子どもたちから 

声をかけられる。最近、子どもが被害に 

遭う事件が多発しているが、「あそびの城」 

の効果は、「地域の監視の目」としても現 

われてきている。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

読売新聞地域版 

平成 18 年 3 月 20 日（月）掲載 

（抜粋）・・・『私の顔を見てくれたら、あいさつもしてくれるし、 

見守っていても変に思わないはず。』 

 

 

Ｃ．第二の人生、様々なバックグランドの方が集える仕組み 

 

 「第二の人生、地域で何か役に立ちたい！」と思っている方は驚くほど地域に

は存在している。しかも、そういった方々は、「その道のプロ」でもある。 元大

工ならばクラフトを、元システムエンジニアならばパソコン教室を、元営業マン

であればおしゃべり、元ガキ大将であれば昔あそびを、といった具合にそれぞれ

の特性を活かした関わりがもてる。そこに「レクリエーション」というちょっと

したスパイスを振りかけてあげることで、活動として成立するようになる。一方

では、そういった方々の「生きがいづくり」、「健康づくり」、「新たな自己実現の

場」にもなっていることにも気づく･･･。 

宮崎日日新聞 

平成 18 年 5 月 19 日（金）掲載 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

（抜粋）・・・『お年寄りら 生きがいに』 

 

 

 

Ｄ．スポーツから芸術文化活動まで、幅広い活動メニュー 

 

 楽しみながら行う生涯スポーツ 

を通じて子どもの体力づくり、子 

どもたちに地域の伝統文化を知っ 

てもらうことで地域への愛着心、 

多様なレクリエーション活動では 

様々な地域の課題へ「楽しみ」と 

して取り組むことができる。 

 

 田野町合併記念誌 

  「ありがとう」へ掲載 

（抜粋）・・・ 

『子どもたちに伝統的な遊びを』 

Ｅ．「楽しい」を通じて子どもたちの成長につながる機会 

 

近年、子どもたちを取り巻く環境の悪化が 

マスコミにクローズアップされている。「命 

の大切さ」、「思いやり」、「規律、礼儀」な 

ど。レクリエーション・リーダーは、人と 

人の関係の原点である「レクリエーション 

支援論」を学ぶことなどから「あそびの城」 

ではそういった課題へ向けても取り組んで 

いる。「楽しい！」を通じて、子どもたちの 

心を育むためもレクリエーションは一役買 

えるのです。 
 

（抜粋）・・・ 

  『あそびを通じて心育て 

        のいち・あそびの城』 

 

広報 のいち 

平成 17 年 3 月号掲載 

 

Ｆ．地域イベント、地域行事とも連携した取り組み 

 

 「あそびの城」では、様々な地域行事ともリンクすることが容易である。いつ

もの拠点で遊んでいるものを持ち出し、一歩外へ出向くことで夏祭りの一環とし

ても実施。ハロウィンパーティでは、子どもたちがデイサービスセンターを訪ね

お年寄りと触れあうなど。地域とのふれあいや世代間の交流など、大人も含め自

分の住む地域を見直すきっかけに、子どもたちがからチャンスをもらうこともレ

クリエーションを通じて可能となる。 

京都新聞 

平成 17 年 6 月 23 日（木）掲載 



 

 

Ｇ． 住民一人一人の得意を活かせる展開ノウハウを構築 

 

「主婦だから何もできない」とか、「バードウォッチングが趣味なんです」、「パ

ソコンは多少できるんですけど･･･」、「体力なら自身があります」など、人にはそ

れぞれの得意がある。「あそびの城」などのレクリエーション活動では、こういっ

た個々の楽しみ、得意を自ら楽しむこと（＝大人の居場所）を通じて、子どもた

ちともその楽しみを共有することができ、それが世代間交流などの活動に結びつ

けることができる。 

  

                   『 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

（抜粋）・・・『街であいさつ心近づく、遊びを通じ世代間交流』 

Ｈ．将来を担う若者、学生が地域に関われる仕組み 

 

 現在、日本全国でレクリエーションの 

学習、資格の取得をできる大学や専門学 

校、講座が 485 講座（424 校―18 年度）  

ある。この講座では、各都道府県レクリ 

エーション協会、市区町村レクリエーシ 

ョン協会の活動と連携して、現場を体験 

する現場実習がセットされている。学生 

がグループで個々に活動したり、レクリ 

エーション協会と共に活動したり、「あそ 

びの城」では、特に子どもたちからは、 

お兄さん、お姉さんの関わりは不可欠に 

なっている。 

（抜粋）・・・ 

『子どもたちは学生からの指導で･･･ 

 ･･･学生にも教育の場として、レクリ 

エーションの実践に活かして欲しい』  中日新聞 

                    平成 18 年 1 月 20 日（金）掲載 

 

Ｉ．親子参加から、気がつけば親がのめり込む雰囲気 

 

 はじめは、「あそびの城」へ子どもの送り迎えとして来ていた大人たち。何度と

顔を出すうちに顔も覚えられ、立ち話から「ちょっと受付お願いね！」と。気が

つけば、子育ての専門家の母親は子どもたちと遊んでいる。「何だ、お母さん、折

り紙得意じゃない！今度お願いしようかな」･･･、という具合に、個々を活かすレ

クリエーションならではの「あそびの城」。自然と大人も夢中になっている。その

ことが子どもたちのみならず、地域にとってより良い方向を向き始めたひとつの

証である。そんな個々の得意を活かす活動方法を「事業グループ」と呼んで、地

域でレクリエーションを展開する際に推進していいる。

中国新聞 

    平成 18 年 8 月 11 日（金）掲載 



※「レクリエーション協会」を「レク協会」と表記 
098-932-9870 沖縄県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会  

石狩市 
帯広市 

青森市 
弘前市 
むつ市 
十和田市 
五所川原市 

盛岡市 
滝沢村 
大東町 

秋田市 

石巻市 
蔵王町 

山形市 

福島市 
梁川町 

牛久市 

新潟市 
長岡市 
村上市 

茂原市 
四街道市 
鎌ヶ谷市 
船橋市 
八千代市 
袖ヶ浦市 
柏市 

中央区 
練馬区 
新宿区 
八王子市 
立川市 

松本市
伊那市 
東御市 
三郷村 

前橋市 
伊香保町 
榛東村 
群馬町 

さいたま市 
北本市 
 

静岡市 
富士宮市 
掛川市 
焼津市 

甲府市 
南アルプス市 

射水市
南砺市 
入善町 
金沢市 

岐阜市 
羽島市 
各務原市 

豊橋市 
長久手町 

福井市 
あらわ市 
勝山市 
米原町 

京都市 
城陽市 
京丹後市 

奈良市 
生駒市 
大和郡山市
北葛城郡 
 

和歌山市 

高槻市 
東大阪市 
豊能町 

明石市 
高砂市 
洲本市 

徳島市 
藍住町 
由岐町 

高松市 
東かがわ市 
善通寺市 

土佐町 
野市町 
夜須町 

四国中央市 
松前町 
三瓶町 

鳥取市 
倉吉市 
米子市 

玉野市 
高梁市 

松江市 
浜田市 

広島市 
福山市 

宇部市 
下関市 
山陽町 

福岡市 
北九州市 
大川市 
前原市 
宗像市 
大野城市 
行橋市 
那珂川町 

佐賀市 
武雄市 
多久市 
神崎町 
大和町 
長崎市 
佐世保市 

大分市 
日田市 
竹田市 
中津市 
臼杵市 
湯布院町 

長崎市 
延岡市 
串間市 
都城市 

熊本市 
植木町 
小国町 

鹿児島市 
国分市 
菱刈町 

沖縄市 
石垣市 
読谷村 
北谷町 
 ※平成 18 年度「あそびの城」を実施している市区町村（一部複数開催地含む）

★左記の市区町村で実施する各都道府県実行委員会の連絡先 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 011-866-0979 
青森県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 017-766-0264 
岩手県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 019-647-7413 
宮城県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 022-718-0951 
山形県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 023-642-4445 
福島県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 024-544-1886 
群馬県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 027-234-5555 
埼玉県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 048-776-2421 
千葉県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 043-290-8361 
東京都レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 042-490-0012 
新潟県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 025-287-8709 
富山県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 076-431-9070 
石川県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 076-247-6909 
福井県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 0776-35-5509 
山梨県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 055-223-1782 
長野県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 026-233-5575 
岐阜県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 058-295-7257 
静岡県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 054-254-0919 
愛知県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 052-252-0909 
京都府レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 075-692-3482 
大阪府レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 06-6634-1702 
兵庫県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 078-334-2065 
奈良県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 0742-33-1045 
鳥取県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 0857-23-1866 
島根県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 0852-33-2211 
岡山県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 086-253-7545 
広島県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 082-228-6951 
山口県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 083-933-4690 
徳島県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 088-677-5255 
香川県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 087-862-7078 
愛媛県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 089-963-1993 
高知県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 088-834-3847 
福岡県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 092-641-1022 
佐賀県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 0952-51-3093 
長崎県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 095-824-5145 
熊本県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 096-380-6662 
大分県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 097-567-9590 
宮崎県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 0985-58-0096 
鹿児島県レク協会「あそびの城」づくり実行委員会 099-255-0225 



 

 

可能性①   多くの子どもの居場所「あそびの城」が地域に継続 

 

 

 

 

 

 

 

可能性②   新たな子どもの居場所「あそびの城」を模索 

 

 

 

 

 

 

可能性③   日帰りで「レクリエーション技術」を多くの人へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可能性④    蓄積した様々なノウハウを共有した展開 

 

 

 

 

 

 

 

可能性⑤    様々な活動用具、多くの加盟団体との連携 

 

 

 

 

 

 

 

詳しくは、日本レクリエーション協会へお問い合せ下さい 

●各地区での展開や「あそびの城」については以下まで 

●各種資料（全国の活動事例、「あそびの城」研修事例など）請求は以下まで 

●あそび．ネットにて活動紹介 http://www.recreation.jp/asobi/ 

●日本レクリエーション協会紹介 http://www.recreation.or.jp/ 

 

〒101-0061 東京都千代田区三崎町 2-20-7 水道橋西口会館 6 階 

TEL 03-3265-1244   FAX 03-3265-1253 

E-mail soshiki@recreation.or.jp 
 

 

平成 18 年度は、全国で 167 カ所の「あそびの城」が開催されています。

平成 19 年度以降も多くの地区が継続した展開を希望している。行政、企業、

地域、あるいは、地域団体などと連携しながら、地域に根付いた子どもの居

場所、「あそびの城」を目指していく予定でいます。3 カ年の運営ノウハウが

蓄積しております。 

全国で活動が展開されていることで、各地区の活動の様子や運営状況、ノ

ウハウといったのもが共有できることも大きなメリットとなっています。地

域の活かし方、人の活かし方、安全面についての共有など、蓄積した様々な

ノウハウを共有しながら進めていけます。こういったノウハウを、今後はよ

り多く多くの地域へ発信していきたいと思います。 

今後、レクリエーション協会としても、子どもの居場所となる「あそびの

城」を増やしていく予定でいます。3 カ年、各地区での展開ノウハウ、運営

ノウハウなどを活かし、より多くの地域の方などと一緒になりながら、新た

な地区に子どもの居場所、「あそびの城」をつくって行きたいと思っています。

今後も、こういった子どもの居場所の必要性を真に捉え、スタッフ不足へ

の課題へも対応していく予定でいます。レクリエーション・インストラクタ

ー研修会はもちろんのこと、その中の一部である、人と人つなぐ「コミュニ

ケーションワーク」は 6 時間程度、安全管理か危機管理をはじめとする「レ

クリエーション事業論」も日帰り研修で学習ができます。安全で安心な場を

つくっていくために、惹きつけるコツ、交流するコツなどを習得することが

可能です。地域で、主婦や団塊世代層など向けにはうってつけの研修です。

それそれの得意分野にコミュニケーションのスキルを身につけ、子どもの居

場所、「あそびの城」へ関わる人を増やしていきたいと思っています。 

日本レクリエーション協会では、安全で、楽しい遊び道具も満載です。こ

うした道具を併用した活動また、様々な加盟団体とのパートナーシップのも

と子どもの居場所、「あそびの城」を展開することで、子どもにとってより多

様な場所として機能するよう図って行きたいと思います。 



 

関係団体連絡先等登録票 

 
運営協議会名 

財団法人日本体育協会 

問い合わせ先  
（団体名） 財団法人日本体育協会青少年スポーツ部少年団課  
（担当者） 少年団課・課長 小林、少年団課・担当 加藤 
（連絡先） 

TEL 
FAX 

E-mail 

 
03-3481-2222 
03-3481-2291 
kato-r@japan-sports.or.jp 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.japan-sports.or.jp/ 

 

  
広報のポイント  本会における地域子ども教室は本会内部組織である日本スポー

ツ少年団の登録団体を中心に展開されています。 
 スポーツ少年団は、1962年に本会が創設したスポーツクラブ組
織です。「一人でも多くの青少年にスポーツの喜びを!」「スポーツ
を通じて青少年のからだとこころを育てる組織を地域社会の中

に!」と願いつくられました。全国で約 19万人の指導者と、約 93
万人のスポーツが大好きな仲間たちが、スポーツ少年団に登録し

ています。 
スポーツ少年団は、それぞれが独自に自主的で主体性をもった

活動を展開しています。そのため、地域の特性や団員の要望など

を取り入れて、特定のスポーツ種目のみの活動を行うのではなく、

野外活動や文化･学習活動など、ジュニア期に必要な幅広い分野で

の様々な交流体験活動を年間計画の中に組入れています。 
 ホームページでは、最寄りの市区町村スポーツ少年団を検索す

ることができます。放課後子ども教室推進事業における単位団の

照会や、指導者派遣の協力依頼等の各種お問い合わせは市区町村

スポーツ少年団へお願いします。 
 なお、市区町村スポーツ少年団が設置されていない場合は、都

道府県スポーツ少年団へお問い合わせください。 
 



 
関係団体連絡先等登録票 

  

 運営協議会名 全国博物館における           
地域子ども教室推進事業運営協議会 

問い合わせ先  
 （団 体 名） １．子ども陶器博物館 

２．財団法人 安部榮四郎記念館 
３．一支國研究会 
４．財団法人 京都府京都文化博物館 
５．九州産業大学美術館地域子ども芸術体験教室 
６．川と歴史の探検隊実行委員会（千葉県立関宿城博物館）  
７．千葉県立房総のむら 
８．徳川美術館 
９．備前長船刀剣博物館  
10．明治大学博物館 
11．北海道開拓の村子ども教室推進実行委員会 
  （財団法人 北海道開拓の村） 
 

 

 （担 当 者） １．学芸員 林 
２．学芸員 安部己図枝 
３．壱岐郷土館 館長 市山  
４．学芸課 南 博史 
５．緒方 泉 
６．学芸課長 太田文雄 
７．管理課広報・普及グループ 糸原清 
８．企画情報部 加藤啓子 
９．学芸員 植野哲也 
10. ミュージアムマネージ部門担当 高橋 
11. 企画普及課 松井則彰 



 （連 絡 先） 
 ＴＥＬ 
 ＦＡＸ 
 E-mail 

１．０５７２－２７－８０３８ 
  ０５７２－２７－８０３９ 
  kidsland@kanesho.co.jp 
２．０８５２－５４－１７４５ 
  ０８５２－５４－１７４５ 
  eishiro@web-sanin.co.jp 
３．０９２-０４７-４１４１ 

    ０９２-０４７-４１４１ 

    kyodoiki@sweet.ocn.ne.jp 
４．０７５－２２２－０８８８（代表） 
  ０７５－２５２－２９７３(直通) 
  ０７５－２２２－０８８９ 
  h-minami@bunpaku.or.jp 
５．０９２－６７３－５１６０ 
  ０９２－６７３－５７５７ 
  ogata@ip.kyusan-u.ac.jp 
６．０４－７１９６－１４００ 
  ０４－７１９６－３７３７ 
  oota@sekiyadohaku.com 
７．０４７６－９５－３３３３ 
  ０４７６－９５－３３３０ 
  itohara@chiba-muse.or.jp 
８．０５２－９３５－６６６８ 
  ０５２－９３５－９４４４ 
  kato@tokugawa.or.jp 

９．０８６９－６６－７７６７ 
  ０８６９－６６－７９７１ 

tetsuya_ueno@city.setouchi.lg.jp 
10. ０３－３２９６－４４４８ 
  ０３－３２９６－４３６５ 
    ma69004@mics.meiji.ac.jp 
11, ０１１－８９８－２６９２ 
    ０１１－８９８－２６９４ 
    info@kaitaku.or.jp 

 

 （ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ） 
１．http://www.kanesho.co.jp 
２．http://www.j-muse.or.jp/ 
３．http://www.ikikoku.jp 
４．http://www.bunpaku.or.jp 
５．http://www.kyusan-u.ac.jp/ksumuseum/ 
６．http://www.chiba-muse.or.jp/SEKIYADO/ 
７．itohara@chiba-muse.or.jp 
８．http:www//tokugawa-art-museum.jp/ 
  子ども向け:http://www.yoshinao.net 
９．http://www.city.setouchi.lg.jp/~osa-token/ 
10. http://www.meiji.ac.jp/museum/ 
11. http://www.kaitaku.or.jp 

  



 広報のポイント １．地域の産業でもある、陶磁器に関わる活動内容ですので、地域産
業に対する理解を深めながらも、楽しみながら体験できるよう考
慮しています。絵付け体験を中心に活動を行なっていますが、地
元でも、絵付け体験はできても、子ども向けにやっている施設は
あまりないことや、当館が普段から子どもたちの利用が多いこと
もあり、絵の具の色やアイテムも豊富に取り揃えているので、こ
どもが自由に自分の好きな絵を創造力豊かに描く事ができます。
また、活動は博物館内の絵付け工房に限っているので、不審者等
の心配もなく、安全で子どもだけでも安心して参加できます。 

２．放課後だけでなく、これまでも続けてきた家族で参加できる取り組
みは、地域の人と人をつなぎ、よい結果を出しつつあります。この
ことは子どもたちが地域で安全に安心して遊べる居場所になりま
す。何よりも地域の指導員が地域の文化・生活の知恵、生きる技を
学ぶことができました。（活動範囲：松江市内） 

３．ボランティアの指導者、コーディネータがお世話します。壱岐の
自然の中で様々な体験学習を行います。自然が教室、教科書です。
自然観察・歴史体験・工作創作活動・昔遊び・昔話・科学実験・
パソコン教室・レクレーション等。 

４．京都文化博物館において開催する展覧会では年間を通じて子ども
教室を実施し、子どもたちが京都の文化・芸術に触れる機会をより
多く演出します。また、学校・地域団体と連携して子どもたちが安
全で安心して活動できる居場所を提供していきます。 

 
５．芸術学部を有する大学だからできる創造性プログラムを提供。子
ども達は銅版画やコラグラフ、フォトグラムなど専門的な「造形表
現」を体験します。 
 

６．関宿城博物館と地域の人たちが中心となり、博物館や博物館周辺
で「昔のあそび」や「カヌー体験」「自然観察」など子どもや親子
を対象とした事業を３年間展開してきた。昨年は６千人を超える子
どもたちが参加し、保護者を含め１万人以上が体験した。今年も４
千人を超える子どもたちが楽しんでおり、週末には子どもたちの楽
しそうな笑い声が絶えない。 

 
７．江戸時代末から明治時代初期の商家の町並み・武家屋敷・農家な
どを再現した，当館の豊かな自然・歴史環境を生かした居場所づく
りを行います。これまでの昔の遊び体験のほか，当館の様々な体験
施設を活用することにより，伝統的な技術や生活様式を身近に学
び，さらに異世代交流も活発に行えるものと考えます。 

 
８．徳川美術館は尾張徳川家に伝えられた数々の重宝、いわゆる「大

名道具」をそっくりそのまま収め、展示・公開しています。収蔵
品は徳川家康の遺品を中心に、初代義直（家康第九子）以下代々
の遺愛品や、その家族が実際に使用した品ばかり一万数千件にお
よびます。世界的にも有名な｢源氏物語絵巻｣をはじめ国宝９件、
重要文化財 57 件を含み、徳川美術館ならではの豊富さ、質の高さ、
そして保存状態の良さを誇ります。 

  当館では、「子ども教室」と題し、「土曜子ども教室」と「夏休
み子ども特別企画」の２つの企画を実施。「土曜子ども教室」は
毎週土曜日（8月を除く）１日３回各１時間、小中学生を対象に、
毎月月替わりの内容で、展示室での解説や大名文化を体験する「体
験タイム」（刀や火縄銃の分解、兜の着装、折本の作成、貝あわ

 



 
  

せ、琴の演奏など）を実施し、尾張徳川家に伝わった大名道具を
紹介しています 
「夏休み子ども特別企画」は８月の毎日（解説および貝あわせは 
１日３回実施）、小中学生を対象に、企画展の展示解説、ギャラ 
リー・クイズ、貝あわせ、兜づくりを実施しています。さらに、 
学校からの団体での体験や解説にも対応しています。 

 
９．刀剣の里には刀鍛冶だけでなく、白銀師・塗師といった刀職者
がおり、話しをすることができる。様々なものづくりの相談も
受けている。また、小刀製作講座においては、本物の職人（刀
鍛冶）の指導を受けながら本物の素材を使った小刀の製作がで
きる。材料費は高額ではあるが、一生の宝物作りができる。 

 
10. 明治大学博物館は、博物館友の会ボランティア解説員の協力の
もとに地域の小・中学生の居場所作りとして、下記のような活
動を行っております。 

 
① 常設展示室内の畳敷きブースでの活動 

  毎週 火・木・金曜日開催 
  ①絵手紙用ポストカードに展示資料をスケッチしよう！ 
  ②からくり人形を使って、江戸時代の遊びを体験しよう！ 
  ③紐をよって、粘土に縄目模様をつけてみよう！ 
  ④折紙で、博物館をイメージした作品を作ってみよう！ 
  ⑤クイズ“これから何ができる？(本物さがし)” 
 
② 「みゅ－じあむ探検ノート」を持って、館内を探検。 

    第１弾 掘り出された〈子ども〉の歴史 －石器時代から江戸
時代まで 

  第２弾 明治大学 い ろ は －大学史展示室を調べてみよう 
  第３弾 Mm ADVENTHRS（マップ） 
 
③ イベント 
①夏休み小学生・親子向けバックヤードツアー （８／１８・
２４） 

②折紙を使って「花紋折りパッケージ」を作ってみよう！（１
２／２１） 
③中学生向け博物館バックヤードツアー （１２／２３ ） 

  ④土偶をつくろう！（３／１７・予定） 
    ⑤「博物館で働く－社会に出る・社会を知る－」(アウト・リ

ーチ活動 ２／１６・予定) 
 
11．子ども教室の舞台である北海道開拓の村では、５２棟の移築・

復元建造物・資料などの「野外博物館」の機能、さらに周囲の
恵まれた自然環境を活用し、地域住民である様々なボランティ
ア組織と協働により「子どもの居場所」を設けております。 

  主な事業は、先人たちの生活文化を体験的に学び地域文化の継
承と創造を育む心を養う七夕やひなまつりなどの【年中行事】
創造性や技術力を高め、また北海道における果樹栽培農業を学
ぶ版画教室やりんご農作業体験などの【創作・農作業体験】。
技術力や想像力を高めるとともに仲間作りや社会性を養う薪 
割りやわらぞうりづくりなどの【昔の暮らし体験】。地域文化
の伝承と創造を育む心を養う【おはなし会】。と４つのねらい
にわけ約２０事業を一年通して実施してます。 

 



こども陶器博物館地域子ども教室推進事業実行委員会 

 

こども陶器博物館 地域子ども教室推進事業活動内容 

 

■こども陶器博物館・・・岐阜県多治見市美濃焼卸センター内に位置する 

こども茶碗や絵本原画などを展示し、普段からこども、またはこど

もを持つ家族が多く来館することから、館内体験施設を利用し、放

課後や土日、また春休み・夏休みの子どもたちの居場所づくりを目

的に、地域子ども教室推進事業として絵付け教室・ものづくり教室

を行なっている。 

 

●活動内容・・・ 

 

当館内に併設している絵付け工房で絵付けを中心とした教室を開催。 

初めての方や小さいお子様でも簡単に絵付けが出来るようスタッフが指導。 

活動日時は開館中随時。10:00～17:00（16:00 受付終了） 

基本的には月曜・火曜休館日なので水曜～日曜（ただし春休み・GW・夏休みは毎日） 

 予約不要。当日直接申し込み。 

 月に１回程度特別な技法での絵付け教室やものづくり教室も実施。（予約制） 

 夏休みには陶芸家の先生の指導による特別絵付け教室も行なう。 

 

●絵付け教室活動のねらい・・・ 

 

絵付け教室で、こどもたちに、地元の産業である陶器に関わる体験をしてもらうことで、伝

統的な美濃焼きの絵付けの技法とその製造過程について、体験しながら理解してもらう。ま

た、地元の方たちだけでなく、あまり関わりのない方たちにも触れやすい形で教室を開催す

ることで、よりたくさんの方に参加してもらい陶器についての理解を深めてもらうとともに、

焼き物をより身近なものに感じてもらう。地元の方や子どもたちには、近くにこのような場

所と教室があることを知ってもらい、気軽に利用してもらうことで、居場所づくりにもつな

げる。 

 

 

 

 

 

 



●具体的な教室の内容・・・ 

 
◆絵付けコース 

 下絵つけ・・・食器として使えるアイテムを作る。陶器としては半製品である素焼きに筆

で絵をかいてもらい、お預かりし、施釉・焼成の後お渡し。 

お渡しまでの期間は一ヶ月程度。 

 上絵付け・・・主に飾り用のアイテムを作る。そのままでも完成したアイテムに、更に上

から筆で絵を描き焼き付ける。下絵つけとは区別し、飾り用アイテムとし

て使用してもらう。お渡しまでの期間は2週間程度。 

筆が使えない小さいお子様向けにはクレヨンシリーズ。（陶器用の特殊なク

レヨンで絵付けして焼き付ける） 

 

◆ その他体験コース 

陶製コースター・・・当日もって帰りたい方におすすめ。陶製のコースターに油性ペンで

絵を描き、焼成せずにそのまま持ち帰る。筆が使えない小さいお子

様向け。 

紙粘土 ・・・紙粘土で好きなものを作ってもらう。こちらもそのままうちに持ち

帰り乾燥させて完成。焼成しない。 

 

 

● 過去の活動例・・・ 

 

・ 昔の技法でつくってみよう・・・銅版転写を使って絵つけしよう 

・・・摺り絵で絵付けしよう 

・・・ゴム版で絵付けしよう 

・ 特殊な技法でつくってみよう・・・転写シートで絵付けしよう 

・・・スクラッチで絵付けしよう 

・・・筆以外の道具で絵付けしよう（糸・綿棒） 

・ ものづくり教室・・・立体ねんどパズルをつくろう 

・・・タイルでカレンダーをつくろう 

・・・陶製ハガキを送ろう    

など 
 
当館絵付け教室または、イベントの様子は当館ＨＰ http://www.kanesho.co.jp でもご覧い
ただけます。 
こども陶器博物館は、こどもたちが楽しく学べる場所、安心して過ごせる場所となれるよう

日々活動しています。 



 
 

  とき  毎週土曜日・日曜日、夏休み期間中 

午後 1 時 30 分から午後 4時（予定）まで  

場所  壱岐郷土館 （郷ノ浦）まなびの館（芦辺）、 

その他市内の遺跡、山野、海岸など 

 

・参加対象     小学生（保護者の方も参加できます） 

・クラブの内容   毎週土曜日・日曜日の午後の時間に開催します 

          （夏休み中は平日も開催します） 

◎ボランティアの指導者、コーディネータがお世話します 

壱岐の自然の中で様々な体験学習を行います。自然が教室、教科書です  

家族、お友達、兄弟誘い合って「一支國子どもクラブ」に参加しませんか 

 

内容は毎週変わりますが大きく分けて、自然観察・化学実験・歴史体験・  

工作創作活動・パソコン教室・壱岐の昔話・昔遊び・レクリエーション等です 

（詳しくは事務局にお尋ねください。 ☎４７－４１４１） 

 

地域の大人の方へ 

   青少年問題行動の深刻化、青少年の奉仕･体験活動の不足、近隣住民間の連携 

の欠如などの社会問題を抱えて、今の子ども達にしてやれることは・・・・ 

   壱岐の自然を活用し、保護者や地域の皆さんが主役となって、値域に根ざした 

  体験活動や交流活動を提供することにより、社会全体で子どもを育む環境を充実 

   させ、地域の教育力の再生を図ることを目的に開催します 

�  
�   ★この事業は文部科学省の「地域子ども教室推進事業の支援を得て実施します。 
�   ★主催  一支國子どもクラブ実行委員会（事務局：壱岐郷土館 47―4141） 
 



文博子ども
教室

触ってみよう
エジソン・コレク

ション

手作り電池教
室

京都文化博物
館別館　クイズ
ラリー

子ども木版画
ワークショップ

子どものための
京都文化教室

史記の世界　体
験ルーム

京都文化博物
館探検ツアー
クイズdeビンゴ

博物館に親しむ
講座　手で触れ
る京の人形

母体事業 エジソン展 エジソン展
別館100周年記
念事業

北斎と広重展 夏休み企画
司馬遷の史記

展
常設　京の人形

展

担当者 森脇 森脇 洲鎌 野口 歴史担当 南 森木 藤本

時期／回
数

4/25～5/28　随
時

5/5　１回 6/3～7/2　随時 7/29 8/8　 2回 8/5,6 　8/12,13
10/19～12/3
随時

2月17日 2/3,4　２回

対象／人
数

制限なし
小学生（高）～
中学生 30人

中学生以下
小学生（高）～
中学生 10～15

人

小中学生 　２０
人

小学生（高）～
中学生

小学生（低）～
中学生

小学生（高）～
中学生親子５組

人員
ボランティア定

点２
ボランティア６

名
なし

講師２名、ボラ
ンティア２名

講師４名（学芸
員）ボランティア

２名

学芸員、ボラン
ティア５名

学芸員、ボラン
ティア５名

講師（学芸員）、
ボランティア５

名

内容

エジソン展のハン
ズオンコーナー。
トースターなどエ
ジソンの発明品
に触ってみよう。

電池制作体験。
世界に一つだけ
の、オリジナル電
池を作ろう。材料
費等は参加者負
担。

クイズラリー形式
で明治建築を見
学、クイズが解け
た子には缶バッ
ヂをプレゼント。

紙製圧縮板を
使って、多色木版
画を体験する。鑑
賞とセット。親子
での参加も可。

１日目は染め工
場の見学・金彩
袱紗の制作体
験。２日目は町家
で浴衣の着付け
にチャレンジそし
て、昔遊びで楽し
みます。

兵馬俑の兵士に
変身コーナーを
設け、子どもたち
が体験。その他
ワークシートを配
布。

日ごろ見ることの
できない博物館
の裏側見学とクイ
ズに答えながらビ
ンゴゲームを楽し
みます。

展示室見学と解
説。作品を教材と
して、扱い方や感
触などを学ぶ。観
察ノート等を作
成。博物館実習
の入門編。

京都文化博物館子ども教室実行委員会

No.1　　平成１８年度京都文化博物館子ども教室事業一覧



母体事
業

丸紅コレクショ
ン「絵画と染織
の名品」展

プリンセスの
輝き「ティアラ

展」

世界遺産「ナ
スカ展」

トルコ・トプカト
宮殿の財宝展

京都府美術工
芸展

魁夷生誕100
年「川端康成
と東山魁夷」

展

乾山の芸術と
光琳展

子どものため
の京都文化教

室

常設
リー

担当者 学芸員 学芸員 学芸員 学芸員 学芸員 学芸員 学芸員
子ども教室実
行委員会

学

時期／
回数

4/13～5/27
１回

6/9～7/22
１回

8/4～9/24
体験コーナー
設置　随時

10/6～12/2
１回

12/15～1/6
１回

1/16～2/24
１回

3/8～4/13
１回

企画２回　夏
休みと春休み

毎

内容

丸紅コレクショ
ンからボッティ
チェリ、ルノ
アール、ルドン
他西洋絵画を
一堂に紹介

スペイン、イギ
リス他西洋の
歴代王朝の秘
宝のティアラと
その女性の服
飾なども紹介
する日本初め
ての展覧会。

南米ペルーの
「ナスカ地上
絵」を最先端
バーチャルシ
アターで体感
します。

イスラム世界
の大国オスマ
ン帝国の文化
発信基地と
なったトプカプ
宮殿の貴重な
コレクションを
紹介します。

京都の美術工
芸作家の公募
展

東山魁夷の作
品に記した川
端の言葉をガ
イド役に展覧
します。

尾形光琳の生
誕３５０年と弟
乾山の鳴滝窯
開窯３１０年を
記念する展覧
会です

地域の皆さん
と企画する教
室です。

常設展
史コー
学芸員
と共に
ります

No.２　　平成１９年度　「京都文化博物館子ども教室」　開催予定表

京都文化博物館子ども教室実行委



つながる！子ども、芸術、大学 

－大学美術館が取り組む「子どもの居場所」づくり－ 

                           

九州産業大学美術館地域子ども芸術体験教室 

推進事業実行委員会   

 

九州産業大学美術館は、大学付属機関として 2002年 4月 1日に開館しました。 

現在、日本全国の大学・短大に設置される、「学術標本の整理、保存、公開展示、情報提供、研究

・教育」機関であるユニバーシティ・ミュージアム約200館のうちの一つです。 

本学美術館は学生の教育研究の場とともに、「地域に開かれた大学」として地域住民の生涯学習

活動の場を提供し、平成１６年度から文部科学省「子ども教室推進事業」を日本博物館協会から委託

され「創造性教育プログラムによる子どもの居場所づくり」を実施しています。 

「創造性教育プログラムによる子どもの居場所づ

くり」は、大学が有する社会的基盤・資源である｢ひと

、もの、こと｣を活用することに特徴があり、地域密着

型教育支援システムの構築を目指すものです。特に

、芸術学部を有する本学だからできるユニークなプ

ログラムが多数あります。 

具体的な事業には、幼児・児童・生徒対象の「子ど

も芸術教室」があります。 

地域の子どもたちにとっては、学校や地域ではで

きない銅版画やコラグラフ、フォトグラムなど専門的な「造形表現」プログラムが体験できる場になっ

ています。また、芸術を媒介にした大学生との交流を通じて、美術館はコミュニケーション能力、自尊

感情などを培う「アートセラピー」プログラムの

研究開発も行っています。 

こうした本学美術館の取組には、本学学生、

大学院生が学習成果を活かしたボランティアと

して多数参画していて、地域社会貢献できる人

材及び創造的かつ実践的な人材の育成につな

がり、高い教育効果を上げています。 

なお、こうした取り組みを広範な学生の参加

を促す意味から、本学芸術学部では、2004 年

度から2年次以上が履修できる総合科学科目「ボランティア活動(A)：2単位」を設置し、学生のボラン

ティア参加と活動を評価できるようにしました。 



むかしのくらしと遊び実行委員会

むかしのくらしと遊び実行委員会の活動内容について

千葉県立房総のむら内（千葉県印旛郡栄町竜角寺１０２８）１．活 動 場 所

平成１８年４月１日～２．活動開始時期

３．千葉県立房総のむらについて

房総のむらは，房総の伝統的な生活様式や技術を来館者が直接体験するとと

もに，県内各地から出土した遺物や，武家・商家・農家などの展示を通して歴

史を学んでいただくことを目的とする博物館です。

：千葉県印旛郡栄町竜角寺１０２８所 在 地

：午前９時００分～午後４時３０分開館時間

：月曜日（祝日の場合は火曜日 ・年末年始・臨時休館日休 館 日 ）

：一般３００円 高･大学生１５０円 中学生以下･65歳以上無料入 館 料

４．実行委員会の活動内容

（１）土日を中心に，イベントを実施

「竹の紙鉄砲づくり」

「紙芝居・千葉の昔語り」

「竹の豆鉄砲づくり」

「七宝キーホルダーづくり」

「凧あげをしよう」

「たき火をしながら遊ぼう」など

（２）子ども会などの団体から予約を受けて事業を実施

「竹の水鉄砲づくり」

「結んでみよう」など

（３）いつでも遊べる事業を実施

農家庭先での竹馬遊び・羽子板遊びなど

５．事務局

千葉県立房総のむら内



関係団体連絡先等登録票

全国科学系博物館等における運営協議会名

地域子ども教室推進事業運営協議会

問い合わせ先

（団 体 名） 独立行政法人 国立科学博物館

（担 当 者） 広報・サービス部 情報・サービス課

課長 井上透、 係長 齋藤健

（連 絡 先）

ＴＥＬ 03-5814-9861(課長)、9864(係長)

ＦＡＸ 03-5814-9898

E-mail ibasyo@kahaku.go.jp

（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ） http://www.ibasho-kagaku.com/

広報のポイント 当運営協議会がとりまとめを行った65の実行委員会における平

成17年度の活動内容を 「実施事例集」としてPDFファイルにまと、

めました。

これをCD-Rに収め、各都道府県・政令指定都市教育委員会ご担

当者様宛に発送させていただきました。

ぜひご高覧いただき、科学系博物館等ならではの教室について

ご理解いただければと思います。



関係団体連絡先等登録票

子どもメディアフォーラム運営協議会運営協議会名

問い合わせ先

（団 体 名） 子どもメディアフォーラム運営協議会 事務局

（担 当 者） 稲田 友

（連 絡 先）

ＴＥＬ 0120-346-661

ＦＡＸ 03-3500-8842

E-mail houkago@ntt.com

（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ） http://kodomo-mf.jp

広報のポイント 「インターネット子ども教室」と題して、平成18年度は全国約300

ヶ所で活動を行っております。

子どもたちの自ら学習する意欲をつけ、学力向上することを目

的リント「放課後学習クラブ」と、身の回りの安全について自ら

考え、判断する力を養う「安全教材パッケージ（インターネット

安全・生活安全・食の安全の３点セット 」を提供して、子どもた）

ちが有意義に放課後を過ごせる環境を作っています。







 

関係団体連絡先等登録票 

 

運営協議会名 
全国民間団体運営連絡協議会 

 

問い合わせ先 

 

【貴団体の活動内容に対する、地方公共団体からの問い合わせ先 

について、下欄にご記入下さい】 

 

（団 体 名） 

 

（特）NPO推進ネット 

 

（担 当 者） 

 

事務局 竹内 延彦 

 

（連 絡 先） 

ＴＥＬ 

ＦＡＸ 

E-mail 

 

 

 ０３－５７８５－１５７０ 

 ０３－５７８５－１５７１ 

  ibasyo-kyogikai@npo-suishin.net 

 

 

（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ） 

 

http://ibasyo-kyogikai2006.seesaa.net/  

 

  

 

広報のポイント 

 

これまで各地域において長年活動実績を蓄積してきたNPO法人ほか

民間団体が、全国３６都道府県にまたがったネットワークを築きつ

つ活動を展開しています。協議会直轄事業のほか、全国を１３のブ

ロックにわけ、それぞれに実行委員会を設置し、日々現場と密に連

携しつつ、子どもたちの安心安全な居場所づくりに努めています。

ぜひ、今後とも、そのような地域に根ざした民間団体を活用いただ

きますよう切に希望いたします。 

 

 











 
関係団体連絡先等登録票 

  

運営協議会名 地域子ども教室融合研運営協議会 

 問い合わせ先  

 （団 体 名） 学校と地域の融合教育研究会地域子ども教室本部事務局 

 （担 当 者） 運営協議会 会長  庄子 平弥 

 （連 絡 先） 
 ＴＥＬ 
 ＦＡＸ 
 E-mail 

 
 

TEL   ０２２－２１４－２０６５ 
FAX   ０２２－７２３－０８９２ 
E‐mail  yugouken@zundanet.co.jp 

 

 （ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ） HP :  http://www.yu-go.info/ 

 ブログ： http://blog.goo.ne.jp/yugo-kodomo/ 

  

 広報のポイント 
 本会は、学校と地域の融合教育の積極的な推進を目的として活動

してきた教育団体である。 
これまで行なわれて来た「子どもの居場所づくり事業」は、本会

の活動目的達成のため乗り越えなければならない大きなハードルで

あり、実証実験の場として最も相応しい事業であるとの認識のもと、

平成１８年度は全国３５ヶ所で子ども教室を運営した。 
 地域と出会った子どもたち、地域が出会った子どもたち、それぞ

れ新鮮な発見があり、地域のおとな、子ども、その保護者、学校、

教育委員会、或いは行政がそれぞれに緊密な連携の下に教育を考え、

教育に関わる重要性について認識を日々新たにすることが出来た。 
 各教室の活動現況は、ブログをご覧いただきたい。 
新年度事業には要請があれば、積極的に協力する用意がある。 

 

































関係団体連絡先等登録票 

運営協議会名 
財団法人 五井平和財団 

問い合わせ先  
（団体名） 財団法人 五井平和財団  
（担当者） 事務局・業務担当ディレクター 出口 隆之 

事務局・アシスタントディレクター 中山 樹 

（連絡先） 
TEL 
FAX 

E-mail 

 
03-3265-2071 
03-3239-0919 
info@goipeace.or.jp 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.earth-kids.net/（日本語および英語） 

 

  
広報のポイント  「地球っ子広場」は、地域の子どもや大人たちが自由に集い、様々な楽しい

活動を通して共に学びあうために当財団が全国各地で展開する「子どもの居場

所」です。和気あいあいたる人と人とのふれあいの中で、異文化理解や「心と生

命（いのち）」についての体験的な理解を深める活動を通じて、子どもたちのう

ちに愛と調和と感謝の心を育むお手伝いをしています。 
「地球っ子広場」では、大人も子どもも「3つのお約束」として、①人に迷惑を
かけない、②自分のことは自分でする、③余った力で人の手助けをしよう、を行

動規範として実践しています。 
 現在、下記の全国 29ヵ所で、「地球っ子広場」の活動が展開されています。 
教室名、所在地、コーディネーター名、電話番号 
1. 地球っ子広場・だて（北海道伊達市）大村祐子 0142-25-6735 
2. 地球っ子広場・奥州（岩手県奥州市）細川公子 0197-36-3284 
3. 地球っ子広場・仙台（宮城県仙台市宮城野区）和泉日出子 022-293-2380  
4. 地球っ子広場・本庄（埼玉県本庄市）堀川香織 0495-24-7076 
5. 地球っ子広場・五井（千葉県市原市）照井一子 0436-74-6643 
6. 地球っ子広場・鎌ヶ谷（千葉県鎌ヶ谷市）住母家美奈子 047-445-1725 
7. 地球っ子広場・大田（東京都大田区）中野恵子 03-3778-0762 
8. 地球っ子広場・品川（東京都品川区）原田久恵 03-3777-7014 
9. 地球っ子広場・杉並（東京都杉並区）荒川恭子 03-5346-0316 
10. 地球っ子広場・世田谷（東京都世田谷区）関君江 03-3428-5438 
11. 地球っ子広場・小金井（東京都小金井市）池田多鶴子 042-381-0715 
12. 地球っ子広場・横浜（神奈川県横浜市保土ヶ谷区）福元房子 045-353-1623 
13. 地球っ子広場・川崎（神奈川県川崎市中原区）相澤弘美 044-866-4841 
14. 地球っ子広場・葉山よこすか（神奈川県横須賀市、葉山町）陰久克味

046-827-1851 
15. 地球っ子広場・くりのこ（長野県須坂市）山浦弘子 026-248-3771 
16. 地球っ子広場・新潟（新潟県新潟市）井上眞澄 025-230-9332 
17. 地球っ子広場・大野ひまわり（福井県大野市）松田幸子 0779-66-0653 
18. 地球っ子広場・ふじ（静岡県富士市）山下いづみ 0545-53-2458 
19. 地球っ子広場・なごや（愛知県名古屋市南区）柴田則子 052-822-7665 
20. 地球っ子広場・タカラヅカ（兵庫県宝塚市）浅井恵子 0727-57-7436 
21. 地球っ子広場・甲陽園（兵庫県西宮市）福岡妙子 0798-73-0130 
22. 地球っ子広場・おうじ（奈良県王寺町）加藤貴子 0745-73-5036 
23. 地球っ子広場・徳島（徳島県徳島市）郡節子 0886-44-0140 
24. 地球っ子広場・南国土佐（高知県南国市、土佐市）田中満意 088-852-2765 
25. 地球っ子広場・福岡（福岡市城南区）上杉ちゑ子 092-871-9618 
26. 地球っ子広場・夢つごろう（佐賀県佐賀市）藤井文子 0952-28-3478 
27. 地球っ子広場・熊本（熊本県熊本市）井上誠一 096-364-5510 
28. 地球っ子広場・鹿児島（鹿児島県鹿児島市）内村真喜子 099-255-4885 
29. 地球っ子広場・おきなわ（沖縄県那覇市）仲田恵美子 098-898-0596 

 



                            財団法人 五井平和財団 
                           「地球っ子広場」運営委員会 
 

五井平和財団「地球っ子広場」の活動内容 
 
【沿革】 
 財団法人五井平和財団内に設置された運営委員会は、平成１７年度～１８年度の２年間、文

部科学省が推進する「地域子ども教室推進事業」（子どもの居場所づくり）の委託を受け、全国

各地で多数のボランティアのご協力のもと「地球っ子広場」という名称で、「子どもの居場所づ

くり」を推進してきました。 
 「地球っ子広場」では、和気あいあいたる人と人とのふれあいの中で、地域の文化習得、異

文化理解、「心と生命
い の ち

」についての体験的な理解を深める活動などを通して、子どもたちの内に

愛と調和と感謝の心が育まれ、それぞれが寛容と利他の意識を自らのものとできるようにと、

お手伝いを続けてまいりました。その間、大人も子どもから純粋な心、無邪気な心など、たく

さんのことを学びました。大人も子どももお互いの存在に敬意を払い、共に学びあうというこ

とが私たちの目標の一つです。 
 展開した居場所の数は、平成１７年度は全国２１カ所、平成１８年度は２９カ所で、この間

文部科学省・子どもの居場所づくり推進室、全国市区町村などの自治体・教育委員会をはじめ

とする行政、NGO・NPO、企業、また各国の駐日大使館、そしてすべての地域の皆様のご指
導・ご協力を賜り、２年間の開催回数は、延べ３０００回を越えました。 
 
【理念と規範】 
 「地球っ子広場」では世代、国籍、学年などあらゆる違いを超えて、愛と笑いとユーモアを

大切にして、皆の心が休まる、懐かしい居場所の創出を心がけています。 
  
 「地球っ子広場」に参加する人々は、大人も子どももみんなで次の「３つのお約束」を実践

することを約束し合い、これを行動規範としています。 

 
●３つのお約束 

 ① 人に迷惑をかけない（ひとにめいわくをかけない） 
 ② 自分のことは自分でする（じぶんのことはじぶんでする） 
 ③ 余った力で人の手助けをしよう（あまったちからでひとのてだすけをしよう） 

  
 この「３つのお約束」を毎回の広場運営の中で確認し合い、実践してゆくことで、自ずと倫

理観・モラルが育まれてゆけばと思っています。 

  



【地球っ子広場の具体的な活動内容】 

 「地球っ子広場」では人格の形成に資する「心と生命
い の ち

」の教育を最優先としつつ、和気あい

あいたる交流を展開してきました。そして子どもたちの個性や特性などに配慮しながら、同時

に地域の特性を生かした活動を推進しています。 
 これらの活動内容を４つの分野に分け、代表的なプログラムを示せば次の通りです。 
 

１ 「心と生命
い の ち

」のプログラム 
 ●心のもつ力 ●言葉と心の大切さ ●生命

い の ち

の尊さ・ありがたさ  
 ●生命の不思議と無限の可能性  
 ●心を表現する喜び・平和の尊さ・芸術で心を形に・友達の長所を見つける 
 ●演劇にチャレンジ 
 
２ 地球理解プログラム 
 ●宇宙と地球の神秘・環境とリサイクル・自然との交流 ●留学生との交流 
 ●世界の舞踊や音楽などを通した外国人との交流 ●民族料理の調理と会食 
 ●遊びを通した異文化交流 
 ●地球規模での視点を育む「持続可能な開発のための教育」（国連提唱活動への参加の一環） 
  
３ 地域独自プログラム 
 ●武道教室（合気道など） ●茶道の心 ●俳句 ●地域の名人紹介 ●町の探検 
 ●盆踊り ●祭礼への参加 ●コメ作り・野菜作り ●郷土料理の調理と会食 ●郷土芸能 

 
４ 遊びとコミュニケーションプログラム 
 ●室内遊び…お絵かき、折り紙、あや取り、囲碁・将棋、世界の遊び、造形・図画工作 
 ●野外遊び…砂遊び、川遊び、おにごっこ、かくれんぼ、世界の遊び 
 ●読書・読み聞かせ 
 ●その他…特定の活動を決めずに仲良く過ごす 

 
【これからの展望】  
 おかげさまで「地球っ子広場」は、参加した子どもたち、保護者、指導に当たってくださっ

た外部講師をはじめとする大勢の地域の皆様に見守られ、好評のうちに平成１９年３月末を持

ちまして、無事２年間の委託期間を満了し、次のステージへの飛躍を目指してゆくこととなり

ました。 
 平成１９年度以降の「地球っ子広場」では、子どもの安全を心身両面から再点検すると共に、

特に「心と生命
い の ち

」の教育に力点をおいて、地域の皆様とともに発展してゆくことを目指してい

ます。 



 日本の教育をできる範囲で良くすることを目指す中で、「３つのお約束」を軸として、「心と

生命
い の ち

」の教育に重点をおき、時代に相応しい価値観と倫理観を養える身近な場として、これか

らも一生懸命「地球っ子広場」の運営に努力してゆきたいと考えています。 

            
詳しい情報は、下記ホームページをご覧ください。 
 http://www.earth-kids.net/（日本語および英語） 

以 上   
（作成日 平成 19年 2月 2日） 

 
【活動の一コマ】 

         
茶道を体験            消防署の方々が来て消火活動を学ぶ 
 

    
みんなで万華鏡作り        交通安全を学ぶ 
 

    
一本の鉛筆から世界を知る     みんなでシャボン玉飛ばし 



 
関係団体連絡先等登録票    

 運営協議会名 おんがくっ子塾運営協議会 

 問い合わせ先  

 （団 体 名） 財団法人音楽文化創造 

 （担 当 者） 事業局 局長 輪
わ

湖
こ

一男 

 （連 絡 先） 
 ＴＥＬ 
 ＦＡＸ 
 E-mail 

 
TEL 03－5256－2766 
FAX 03－5256－2767 
 
E-mail：info@onbunso.or.jp 

 

 （ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ） URL：http://www.onbunso.or.jp  

  

 広報のポイント （財）音楽文化創造は、平成6年に制定された「音楽文化の振興のための学
習環境の整備等に関する法律」（略称：音楽振興法）基づいて音楽文化の

振興、及び生涯学習の推進を目的として、平成8年に設立されました。 

 おんがくっ子塾は、音楽振興法の趣旨に基づいて当財団が養成、認定し

た生涯学習音楽指導員（全国1,400名）の研究会ネットワーク（全国31都道
府県）により、「音楽で心の居場所づくり」というコンセプトの元に、地

域子ども教室を展開しています。更にネットワークでは文化庁の地域文化

振興事業（文化芸術による創造のまち支援事業、学校への芸術家等派遣事

業など）にも取り組んでいます。 

 また、当財団では音楽振興法の趣旨に基づき、学習環境の整備の一環と

して国民に広く音楽を普及するために「音楽検定（音検）」を実施してい

ます。 
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おんがくっ子塾運営協議会 
 

おんがくっ子塾は、 

（財）音楽文化創造が実施しています。 

 
●（財）音楽文化創造について 

 （財）音楽文化創造は、平成 6年に制定された「音楽文化の振興のための学習環境の整備等に関
する法律」（略称：音楽振興法）基づいて音楽文化の振興、及び生涯学習の推進を目的として、平

成 8年に設立されました。 
 
●生涯学習音楽指導員について 

 （財）音楽文化創造では、音楽振興法の趣旨に基づいて、地域の音楽学習や音楽活動の活性化を

図るため、生涯学習に視点をおいた音楽指導者の養成をめざした講習会を実施しています。生涯学

習音楽指導員は、この講習会を修了し資格を認定された指導員で、現在、全国で 1,400名の認定指
導員が活躍しています。 
 さらに、指導員としての資質の向上と活性化を図るとともに、生涯学習音楽指導員の社会的評価

と活動の基盤づくりを促進することを目的として、生涯学習音楽指導員研究会ネットワークが全国

３１都道府県で組織されています。 
 おんがくっ子塾は、この生涯学習音楽指導員研究会ネットワークにより運営されています。 
 

財団法人音楽文化創造 

 
おんがくっ子塾運営協議会 

 
生涯学習音楽指導員研究会ネットワーク（31 都道府県） 

 
 
●音楽文化の振興のための学習環境の整備等に関する法律（音楽振興法） 
【目的】第 1条 この法律は、音楽文化が明るく豊かな国民生活の形成並びに国際相互理解及び国
際文化交流の促進に大きく資することにかんがみ、生涯学習の一環としての音楽学習に係る環境の

整備に関する施策の基本等について定めることにより、我が国の音楽文化の振興を図り、もって世

界文化の進歩及び世界平和に寄与することを目的とする。 
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おんがくっ子塾は、 

音楽で心の居場所をつくります。 

 
●みんなで音楽を楽しむと、みんな元気、仲間になります。 

 軽快なリズムや美しいハーモニーが聞こえてくると、誰もが思わず耳をすまします。ときには一

緒に身体を揺らし、くちずさみます。音楽には、人を楽しくする力があります。 
 この音楽の力を地域の子どもたちの居場所づくりに役立てようという活動が、おんがくっ子塾で

す。音楽を通して、子どもたちが学年の違う子と自由に遊びながら学び、地域の人々と交流したり、

自分の考えをしっかりと伝える力を育みます。 
 教室の運営にあたるのは、（財）音楽文化創造が認定した、生涯学習音楽指導員です。この、音

楽についての深い素養と音楽教育についての幅広い知識をもつ指導者によって、心に大きな潤いを

もたらすプログラムが展開されます。 
 
 展開事例  

【西宮子ども音楽セミナー】兵庫県 

◆地域に住む、いろいろな学年の友達ができます。 

             
5 月から 7 月までの土曜日、計 10 回にわたって「わいわいアンサンブル」を開催しました。参

加したのは、6～14歳の 40名。小学校低学年が 3分の 2ほどです。中学 3年生のブラスバンド体
験者もいましたが、ほとんどが楽器未体験でした。 
 ハンドベルや琴、バイオリンを演奏するプログラムでは、この楽器は初めてという子どもたちが

興味しんしんで音を出し、合奏。手話コーラスもまじえたリズム楽器のときは、進んで前に出て手

話を披露したり、このときとばかり大きな声で歌う子もいて、すごいエネルギーに。 
 子どもたちがノリノリ、付き添いの父母も手拍子で楽しむこともたびたびで、まさに音楽は魂の

薬、砂漠のオアシスと感じました。 
 保護者の方から「地域活動を通して、いろいろな年齢の子どもたちと活動できるのは、貴重だと

思います」「学年を飛び越えた交流が、音楽を通してできたことをうれしく思います」など、異学

年の友達ができたことを喜ばれている感想が多く寄せられました。 
 ここに来ることで、音楽が楽しくなり、子どもたちが友達の幅を広げることができ、また保護者

の方同士が知り合いになれたら、素晴らしいと思います。 
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【リズムで遊ぼうドレミファソ】茨城県 

◆おんがくっ子塾で遊んでいるうち、ルールが自然に身につきます。 

 「恋する時・泣きたい時・疲れた時、寄り添ってくれる『音楽』は元気と勇気を与えてくれます」 
 私たちの作った募集ちらしは、こんなフレーズで始まります。この募集に 100名を超える問合せ
があり、4クラスでのスタートになりました。セッションするのは、第 1週を除く金曜日です。 
 プログラムのポイントは、と言いますと…。 
①最低 2回は名前を呼ぶ。 
②声を出す（季節の歌、なじみ歌など） 
③指示に従う場・自由に振るまう場がある、考える・覚える・動く 
④お友達とかかわる・助け合う（わらべ歌） 
⑤生演奏 
 教室が始まると、子どもたちの笑顔に元気づけられることの連続でした。 
 最初はピアノ演奏を聴くだけだった子どもたちが、自然に全員でリズム打ちを始めたり、はつら

つとした顔で小物楽器を鳴らしながら踊ったり。指導員の動きを見て、自分で考えて行動するのが

楽しくなったようでした。 

                           

【たのしい音楽のつどい】北海道 

◆毎土曜に笑顔いっぱいの音楽体験。楽しいから頑張れます。 

 毎土曜日、午前 10時から 2時間活動しています（年間 30回の予定）。参加しているのは小学校
1年生から 6年生までの約 30名。 
 地域の皆さん、保護者の皆さんの協力を得て、子どもたちが伸び伸び過ごせる場所づくりをめざ

しています。学校が週休 2日制になったことで休日の過ごし方が課題となっていることから、スタ
ートした活動です。 
 前半のプログラムは、洋楽器と琴、それぞれの教室に分かれてパート練習。これを 2 週間行い、
3週目に合同合奏をしました。 
 曲目は「かえるのうた」「きらきら星」「うみ」など。子どもたちは、曲ごとに自分の希望する楽

器を演奏することができるので、練習時の表情は真剣そのもの。「毎回練習が楽しみ。うまく演奏

できたときはうれしいです」と笑顔で話す子どもたちを見ていると、指導員も楽しく、幸せな気持

ちになります。 
 後半では、全体活動を展開。「みんなでうたおう」「音楽もの知り博士になろう」など、バラエテ

ィに富んだ内容で、子どもたちは夢中になって話を聞いたり、身体を動かしたり。会場内は歓声と

笑いであふれていました。 



 

関係団体連絡先等登録票 

 

 運営協議会名  

財団法人日本ゲートボール連合 

ふれあい教室運営協議会 
  

 問い合わせ先  

 （団 体 名）  

   財団法人日本ゲートボール連合 

 （担 当 者）  

   事務局長・今川啓一、普及指導部次長・森 茂木 

 普及指導課課長代理・立入英吾 

 （連 絡 先）  

    ＴＥＬ  ０３－３５８０－９３９７ 

    ＦＡＸ  ０３－３５９２－１４２７ 

    E-mail  info@gateball.or.jp 

 （ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）  http://www.gateball.or.jp 

  

広報のポイント  本連合には４７都道府県に加盟団体があり、その傘下の市区町村

 に各支部が存在しているため、全国すべての地域を網羅している。

  また、現職を引退された高齢者の指導者が多くいるため、平日の

 教室実施も多く行っており、ゲートボールをはじめとした昔遊び 

 など、地域に偏りがあるものの、多彩な活動に取り組んでいる。 

  実績としては、核家族が増える中、子ども達への世代間交流と 

 しても好評をいただいております。 

 














